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World Tour of the OJAD tutorial



本日のメニュー
最近の PC は上手に喋るけど，誰が日本語教えてる？
韻律に着目。単語アクセント・アクセント結合・アクセント句

日本人にとってのアクセントとは？
日本人はアクセントの間違いに敏感なの？鈍感なの？

日本人にとって分かり易い発声とはどういうものか？
フレージング（チャンキング）とポージング

OJAD 作りました。ご紹介します。
単語検索 / 動詞の後続語検索 / 任意テキスト版
韻律音読チュータ・スズキクン

OJAD 使って教えています。指導のヒントをご紹介。
フレージング＆ポージングによる発声指導＆プレゼン指導

まとめ



日本語教育の目的の一つ
学習者が日本語文を流暢に読み上げられるようにする。
そのために様々な教育理論・教育戦略がある。

（日本語を対象とした）音声工学の目的の一つ
機械が日本語文を流暢に読み上げられるようにする。
そのために様々な音声理論・音声技術がある。

日本語教育と音声工学

初めてバンクーバーに来ました。

初めてバンクーバーに来ました。



パソコンに日本語を読ませる技術
私も日本語教師です。でも生徒はパソコンです。
日本語テキスト音声合成（text-to-speech synthesizer）の例
http://www.ai-j.jp

パソコンに共通語（東京方言）で読ませるにはどうすればよい？



テキスト音声合成の全体像
まずは，全体像から始めましょう。

テキスト

単語分割
品詞同定
係り受け
読み

アクセント核
ポーズ位置

スペクトル包絡
音素継続長
ポーズ長

イントネーション
アクセント
パワー

入力テキスト
解析部

音響パラメータ
生成部 波形生成部

波形接続
韻律変形
HMM接続
音源生成

ソースフィルタ

合成音声

生まれて初めて，
バンクーバーに来ました。

テキスト

単語分割
品詞同定
係り受け
読み

アクセント核
ポーズ位置

スペクトル包絡
音素継続長
ポーズ長

イントネーション
アクセント
パワー

入力テキスト
解析部

音響パラメータ
生成部 波形生成部

波形接続
韻律変形
HMM接続
音源生成

ソースフィルタ

合成音声



単語・文節・アクセント句・フレーズの区切り
テキスト解析結果に基づく区切り

テキスト

単語分割
品詞同定
係り受け
読み

アクセント核
ポーズ位置

入力テキスト
解析部

生まれて初めて，バンクーバーに来ました。
　　単語（形態素）に区切る
生まれ（動） | て（助） | 初めて（副） | バンクーバー（名）
| に（助） | 来（動）| まし（助動） | た（助）
　　単語境界の一部が文節境界に
生まれて | 初めて | バンクーバーに | 来ました
　　文節境界の一部がアクセント句境界に（アクセント的まとまりを作る）
生まれて初めて | バンクーバーに | 来ました
　　アクセント句境界の一部が句境界に（イントネーション的まとまりを作る）
生まれて初めて || バンクーバーに来ました　（|| ポーズを置く）

一端ばらばらにしてから，まとめ上げる。
韻律は，まとめ上げを助ける糊のようなもの。



読みが決まれば次はアクセント
各モーラのH/Lを適切に自動推定する。
出力すべきは共通語（東京方言）の音声
モーラ：日本語の発声の単位。拍。凡そ平仮名一つ分。
かなだ＝カ｜ナ｜ダ，バンクーバー＝バ｜ン｜ク｜ー｜バ｜ー
Vancouver = Van | cou | ver

とうきょう＝と｜ー｜きょ｜ー，サッカー＝サ｜ッ｜カ｜ー
各モーラに H/L を割り振る。
単語を孤立発声したときの H/L パターンは単語属性の一つ。
カナダ＝HLL，バンクーバー＝LHHLLL，東京＝LHHH
始まる＝LHHH，許可する＝HLLL，謝る＝LHHL

単語同士の連接／用言の活用→アクセントは変わる（アクセント結合）
大学＝LHHH
カナダ大学＝LHHHLLL，バンクーバー大学＝LHHHHHHLLL
謝ります＝LHHHHL，謝ろうとした＝LHHHLLLL

孤立単語のアクセントの知識だけでは運用上，不十分。



アクセントってそもそも何？
単語アクセントとは？
単語の一部を目立たせる。どうやって？
より強くする：強さアクセント（強勢，弱勢）
英語

より高くする：高さアクセント（Ｈ，Ｌ）
日本語

日本語の共通語（東京方言）における単語アクセント
原則として，第1モーラから第2モーラにかけて LH と上がる。
そして，単語のどこかで HL と下る。下るともう上がらない。
どこで下るのか，によってアクセントは分類される。
HL と下る H のモーラ：アクセント核

LHH...HLL...



アクセント核の位置によって分類
複数の命名法（４モーラ単語を例にとって）

アクセント核は単語中に高々一つ
ちなみに音声工学の世界では「Ｎ型」という呼び方が殆ど

単語アクセントの分類

さ ん が つ ひ こ ー き か ん ご ふ い も ー と お は な み
頭高型 中高中高型 尾高型 平板型

起伏起伏式 平板式

１型 ２型 ３型 ４型 ０型（∞）

-４型 -３型 -２型 -１型



いろんな「ひろしま」
１，２，３，０型で発声する「ひろしま」



単語・文節・アクセント句・フレーズの区切り
テキスト解析結果に基づく区切り

テキスト

単語分割
品詞同定
係り受け
読み

アクセント核
ポーズ位置

入力テキスト
解析部

生まれて初めて，バンクーバーに来ました。
　　単語（形態素）に区切る
生まれ（動） | て（助） | 初めて（副） | バンクーバー（名）
| に（助） | 来（動）| まし（助動） | た（助）
　　単語境界の一部が文節境界に
生まれて | 初めて | バンクーバーに | 来ました
　　文節境界の一部がアクセント句境界に（アクセント的まとまりを作る）
生まれて初めて | バンクーバーに | 来ました
　　アクセント句境界の一部が句境界に（イントネーション的まとまりを作る）
生まれて初めて || バンクーバーに来ました　（|| ポーズを置く）

一端ばらばらにしてから，まとめ上げる。
韻律は，まとめ上げを助ける糊のようなもの。



似て非なるもの
文節とは
自立語に付属語が繋がって構成される文の構成要素
ある自立語から次の自立語の前までを一つの単位としたもの
文中で「ね」を入れて区切れる単位
与えられた文をどう発声しても，区切り方は変わらない。
生まれて｜初めて｜バンクーバーに｜来ました。

アクセント句とは（日本語独特のピッチ制御）
幾つかの語がひとまとまりで発話される時の韻律的単位
単語アクセントに見られるピッチ制御が適用される単語系列
通常句頭でピッチは上昇し，アクセント核の直後で下落する。
アクセント核は通常高々一つ（副次核を認める場合もあり）。
与えられた文の発声の仕方で，区切り方は変わる。
生まれて｜初めて｜バンクーバーに｜来ました。
生まれて初めて｜バンクーバーに来ました。



複数の単位と韻律的まとまり
文節・アクセント句・イントネーション句
文：うまれて｜はじめて‖バンクーバーに｜きました。
ア：うまれて｜はじめて‖バンクーバーに｜きました。
ア：ＬＨＨＨ　ＬＨＬＬ　ＬＨＨＬＬＬＬ　ＬＨＬＬ
イ：

ア：うまれてはじめて‖バンクーバーにきました。
ア：ＬＨＨＨＨＨＬＬ　ＬＨＨＬＬＬＬＬＬＬＬ
イ：

イ x 1

ア x 2 ア x 1

イ x 1

複数の単語



そもそも，どこまでまとめるんだ？
アクセント句の曖昧さ・非決定性
生まれて初めて，カナダに来ました。
　　　　　　↓
うまれて｜はじめて｜かなだに｜きました
うまれてはじめて｜かなだに｜きました
うまれてはじめて｜かなだにきました

工学的な解決策の一つ
ある話者に文章セットを与え，自然な話速で読んだ時に，どの
文節境界がアクセント句境界になるのかをラベリング
アクセント句境界ラベル付きのテキストコーパスを使って，任意
のテキストに対して，アクセント句境界を付与する機能を実装
機械学習という枠組みを用いて句境界／核の位置を推定
その話者のアクセント句境界付与（感覚）を実装する。

？



しっかりアクセント制御しないと売れない
アクセント句＝常に0型として発声すると
うまれて｜はじめて｜かなだに｜きました
うまれて｜はじめて｜かなだに｜きました
恐らく「地方出身者」と認識されると思います。
日本語は「方言の違い＝アクセントの違い」となることが多い。
「どこで HL が出現するのかの違い＝方言の違い」となる。
日本では public speaking は，東京方言で行なうことが多い。

単語アクセントと地方性（ちょっと極端な例？）
東京での東西南北

浜松での東西南北

東 西 南 北
方角として ひがし にし みなみ きた
人名として ひがし にし みなみ きた

東 西 南 北
方角として ひがし にし みなみ きた
人名として ひがし にし みなみ きた



「目立つ」ところは何処にくる？
後ろから数えることがポイント
窪薗晴夫「日本語の音声」岩波書店（1999）
川越いつえ「英語の音声を科学する」大修館書店（1999）
基本的なアクセント付与手法を日本語／英語（名詞）について解説
当然，この手法の通りにならない単語も沢山，存在します。
日本語の単語アクセント
語末音節を切り離し，その次から前へ数えて二つ目のモーラを含む音
節にアクセント核が存在する。
英語の単語アクセント
語末音節を切り離し，その次から前へ数えて二つ目のモーラを含む音
節に語強勢が存在する。
原則は日英で変わらない。音節とモーラという二種類の単位が関与。

後ろから数える

= ?



アクセント核の位置によって分類
複数の命名法（４モーラ単語を例にとって）

アクセント核は単語中に高々一つ
ちなみに音声工学の世界では「Ｎ型」という呼び方が殆ど

単語アクセントの分類

さ ん が つ ひ こ ー き か ん ご ふ い も ー と お は な み
頭高型 中高中高型 尾高型 平板型

起伏起伏式 平板式

１型 ２型 ３型 ４型 ０型（∞）

-４型 -３型 -２型 -１型



日本語教育的には
凡その傾向・基本的なパターンを伝えたい
「さらに進んだスピーチ・プレゼンのための日本語発音練習帳」
簡単辞書：動詞，形容詞，複合名詞，接続詞・副詞，数詞，助数詞，更
には人名などのアクセント傾向についてまとめ，活用語の場合は活用に
伴うアクセント変形について示したもの。
動詞のアクセント
平板型か-2型，まれに-3型。
平板型：行く，聞く，知る，変える
-2型：食べ’る，読’む，来’る，見’る
-3型：帰る，返す，入る，通る

活用形（活用語尾）によってアクセント型が決まる。
平板型：行きま’す，聞きませ’ん，知りま’した，変えませ’んでした
-2型：  食べま’す，読みませ’ん，　来ま’した，　見ませ’んでした
-3型：  帰りま’す，返しませ’ん，入りま’した，通りませ’んでした



日本語教育的には
凡その傾向・基本的なパターンを伝えたい
複合名詞（前部語＋後部語）のアクセント
後部語が3, 4拍で平板型と尾高型の場合は，後部語1拍目にアクセント
南極＋旅行＝なんきょくりょ’こう

後部語が3, 4拍で起伏式の場合は，後部語のアクセントが残る
入国＋管理局＝にゅうこくかんり‘きょく

後部語が5拍以上の場合は，後部語のアクセントが残る
原子力＋発電所＝げんしりょくはつでんしょ
中央＋郵便局＝ちゅうおうゆうび’んきょく

後部語が1拍か2拍の短い語の場合は，前部語の最終拍にアクセント
横浜＋市＝よこはま’し
神奈川＋県＝かながわ’けん
なお，全体が平板型になる場合もある

結局は，無意識的に制御できるまで繰り返し発声する？



規則を用いてアクセント結合の様子を予測する
電子情報通信学会論文誌D, J66-D, 7, 849-856, 1983

音声工学的には



幾つかの場合に分けて規則を構築
名詞＋名詞＋・・ → 複合名詞
接頭語＋自立語 → 複合語
自立語＋接尾辞 → 複合語
自立語＋付属語 → 文節
文節＋文節 → アクセント句
　　　　：
これらを運用する際の適用則
基本的にはアクセント辞書の巻末にある規則と類似している

自立語＋付属語 → 文節の場合
付属語 → アクセント結合様式と結合アクセント価を定める
アクセント価＝接続後，その語の何モーラ目に核が生じるか？
アルク＋マス　→　アルキマス　（マスは１価）

音声工学的には
表 1 日本語アクセント結合規則 [1]

Table 1 Rules of word accent sandhi of Japanese

（N1 モーラM1 型+N2 モーラ M̃2 価→ Nc モーラMc 型）
(a) 付属語アクセント結合規則

結合様式 文節のアクセント型Mc

M1 = 0 M1 |= 0

(F1) 従属型 M1

(F2) 不完全支配型 N1 + M̃2 M1

(F3) 融合型 M1 N1 + M̃2

(F4) 支配型 N1 + M̃2

(F5) 平板化型 0

(b) 複合名詞アクセント結合規則
結合の種類 後続名詞の性質 複合名詞Mc

(C1) 保存型 N2 >= 2, M2 |= 0, N2
† N1 + M2

(C2) 生起型 N2 >= 2, M2 = 0, N2
† N1 + 1

(C3) 標準型 N2 <= 2 N1

(C4) 平板型 N2 <= 2 0

(c) 接頭辞アクセント結合規則
結合の種類 文節のアクセント型Mc

M2 = 0, N2
† M2 |= 0, N2

†

(P1) 一体化型 0 N1 + M2

(P2) 自立語結合型 N1 + 1 N1 + M2

(P3) 分離型 M1 M1

(and N1 + M2 )

(P4) 混合型 N1 + 1 M1 (and/or)

(or)M1 N1 + M2

† 後続名詞の最終音節が 2 モーラからなる場合は N2 を N2 − 1 とする．

るアクセント型を取り得る点に注意が必要である．
2. 4 文節内アクセント制御規則
アクセント結合規則を実際に適用する場合には，以下で述べ

る各種文節内アクセント制御規則に従う必要がある．
2. 4. 1 巡回適用則
単語が複数個連接した場合，原則としてアクセント結合規則

は左から巡回的に適用される．
2. 4. 2 音節内移動規則
撥音，促音，長母音，重母音などのモーラにアクセント核が

くると，アクセント核は原則として１モーラ前にずれる．
2. 4. 3 無声化に伴う移動規則
無声化した母音にアクセント核がくると，アクセント核は原

則として１モーラ前にずれる．
2. 4. 4 一段活用動詞処理規則
終止形を基本とすると，一段活用動詞の未然形，連用形の

モーラ数は１つ減少し，アクセント核も１モーラ前に移動する．

3. アクセント結合属性推定に関する先行実験
前節で説明した規則を用いることで，任意の文節，複合単語

のアクセント型を記述することができる．ただし，この規則を
実際に適用する場合には，事前に全ての付属語，接辞に対して，
アクセント結合属性（結合アクセント価およびアクセント結合
様式）を定義しておく必要がある．
ここでは，2000年度に IPAプロジェクトの活動で行なわれ

たアクセント結合属性推定に関する先行実験について概説する．

表 2 付属語アクセント結合属性決定手順
Table 2 Procedures of estimating accentual attribute values of

given auxiliary words✓ ✏
■ 手順 1：「付属語」に「歩く（有核）」を接続
if 「歩く＋付属語」が 0 型（無核） → 付属語の属性は F5

else 2 型（「歩く」の核位置） → 手順 2 へ
else 3（「歩く」のモーラ数）＋ N 型 → 手順 3 へ
■ 手順 2：「付属語」に「笑う（無核）」を接続
if 「笑う＋付属語」が 0 型（無核） → 付属語の属性は F1

else 3+N 型（有核） → 付属語の属性は F2/N

■ 手順 3：「付属語」に「笑う（無核）」を接続
if 「笑う＋付属語」が 0 型 → 付属語の属性は F3/N

else 3+N 型 → 付属語の属性は F4/N✒ ✑
対象とした単語は日本語形態素解析ツールである茶筌 2.4辞書
中の付属語，接辞，約 1400語で，被験者は事前に日本語のア
クセント型の知識を教えられた東京方言話者 10名である．ま
ず，各被験者に対して，どの程度アクセント型を正しく聞きと
ることができるかを見るために，無意味モーラ列を発声した音
声によるアクセント型同定テストを事前に行ない，その正答率
ωi(ωi = 0～1.0) を「各被験者の信頼度」として以下の集計作
業に用いている．次に，作業の効率化を図るために，例えば表
2のような手順を被験者に提示し，各単語について結合アクセ
ント価および，アクセント結合様式を決定させた．最終的に，
以下のような形でアクセント結合属性を推定した．

(品詞 (助動詞)) ((見出し語 (た 0)) (読み タ) ....)

F1(0.7875) F2/-1(0.2947) (0.0000)

F2/1(0.1353) F3/0(0.0773) (0.0000)

F3/0(0.0773) (0.0000) (0.0000)

動詞接続時 形容詞接続時 名詞接続時

F2/1はアクセント結合様式が F2，結合アクセント価が１であ
ることを意味する．結合アクセント価を要しないものには記さ
れていない．括弧内の数字は，各アクセント結合属性に対する
信頼度であり，S =

∑
ωi とした場合，[そのアクセント結合属

性を採用した被験者の信頼度の和]/S，として計算される．信
頼度の総和が 1.0にならないのは，推定結果として「推定不能」
が選択されたことによる．
上記の例でも分かるように，ある単語に対して異なる被験者
が異なる属性を推定する場合がある．これには，属性の推定誤
りによる場合と，アクセントが本来持つ揺れ（個人差）による
場合がある．図 2は，このアクセント結合属性の推定に伴う揺
れの様子を，助詞の場合について示したものである．即ち，各
単語の最高信頼度を示す属性に着眼し，最高信頼度が θ 以上の
属性を持つ単語が全体の何割を占めるかを示している．信頼度
が 0.6 以上の単語の全体に対する割合は 6割程度しかないこと
が分かる．また，信頼度が 1である（すなわち，全員が同じ属
性をつけた）単語は 3割程度と，非常に少ないことが分かる．

— 3 —
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最近出版されたアクセント辞典
新明解・日本語アクセント辞典＠2014/3/21
CD付き，「アクセント習得法則」を解説した冊子付き



パソコンに日本語を読ませる技術
私も日本語教師です。でも生徒はパソコンです。
日本語テキスト音声合成（text-to-speech synthesizer）の例
http://www.ai-j.jp

パソコンに共通語（東京方言）で読ませるにはどうすればよい？



本日のメニュー
最近の PC は上手に喋るけど，誰が日本語教えてる？
韻律に着目。単語アクセント・アクセント結合・アクセント句

日本人にとってのアクセントとは？
日本人はアクセントの間違いに敏感なの？鈍感なの？

日本人にとって分かり易い発声とはどういうものか？
フレージング（チャンキング）とポージング

OJAD 作りました。ご紹介します。
単語検索 / 動詞の後続語検索 / 任意テキスト版
韻律音読チュータ・スズキクン

OJAD 使って教えています。指導のヒントをご紹介。
フレージング＆ポージングによる発声指導＆プレゼン指導

まとめ



興味深い聴取実験とその結果
日本人はアクセントの誤りに敏感です。
但し，無アクセント地域出身の方を除きます。
日本語・米語のバイリンガル話者の音声を使った実験
ある単語に対して，「共通語発音」と「米語訛り発音」を収録
音声技術を使って，「共通語発音」から「米語訛り発音」へ音響的に，
かつ段階的に変化させた（morphing）。

音の高さだけ，音の強さだけ，音の音色だけ，訛らせてみる。
音のある側面だけ「共通語」を「米語訛り」にする。
段階的に「共通語」を「米語訛り」にする。

どれくらい「米語訛り」にすると「訛ってる！」と分るのか？
被験者は日本人とオーストラリア人

医学（いがく） i-GA-ku

vs.



Tutorial on CALL in APSIPA2011 by T. Kawahara and N. Minematsu

Use of morphed utterances
• Morphing of a native utterance and its accented version [Kato+’11]

• Use of a pair of word utterances spoken by a bilingual speaker
• Normal Tokyo Japanese
• Heavily American accented Japanese

fundamental frequency (F0)

phonetic duration (dur)

spectral envelope & aperiodicity (sp_ap)

F0 & dur (F0_dur)

all the parameters (all)

0                 0.25                0.5                0.75               1
morphing rate

igaku (medical science)

1. 2.

3.

4.

5.

6.

7. = 2.

91

医学



Tutorial on CALL in APSIPA2011 by T. Kawahara and N. Minematsu

• Prosodic insensitivity of foreign listeners [Kato+’11]
• 42 Japanese listeners
• 15 Australian listeners
• Judgement of naturalness as Tokyo Japanese

Use of morphed utterances

Morphing only in terms of spectrum & periodicity
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Figure 2: Subjective naturalness for each accented Japanese and each acoustic parameter as a function of morphing rate. ! : subjective
naturalness; " : p-value (△ means that the p-value > 0.2).

ican Japanese and Korean Japanese. These stimuli were pre-
sented to both native Japanese listeners and Australian listeners,
who were asked to judge the naturalness of the utterances as
Tokyo Japanese. The experimental results showed that the de-
gree to which language transfer affects naturalness varies from
acoustic parameter to acoustic parameter and from language to
language, and the degree was different between native Japanese
and Australian learners. Especially, Australian learners were
insensitive to F0 pattern changes. Reasons why the Australian
learners were unable to judge the naturalness of certain acoustic
features with the same precision of natives was then discussed.
Lastly, some ideas for how this research can be applied to the
classroom were touched on.

In future work, we’re planning to use learners of Japanese
except Australian, such as Chinese or Korean. We’re also inter-
ested in using more bilinguals because the results obtained in
this paper may be dependent on the two bilingual speakers.
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Figure 2: Subjective naturalness for each accented Japanese and each acoustic parameter as a function of morphing rate. ! : subjective
naturalness; " : p-value (△ means that the p-value > 0.2).

ican Japanese and Korean Japanese. These stimuli were pre-
sented to both native Japanese listeners and Australian listeners,
who were asked to judge the naturalness of the utterances as
Tokyo Japanese. The experimental results showed that the de-
gree to which language transfer affects naturalness varies from
acoustic parameter to acoustic parameter and from language to
language, and the degree was different between native Japanese
and Australian learners. Especially, Australian learners were
insensitive to F0 pattern changes. Reasons why the Australian
learners were unable to judge the naturalness of certain acoustic
features with the same precision of natives was then discussed.
Lastly, some ideas for how this research can be applied to the
classroom were touched on.

In future work, we’re planning to use learners of Japanese
except Australian, such as Chinese or Korean. We’re also inter-
ested in using more bilinguals because the results obtained in
this paper may be dependent on the two bilingual speakers.
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Tutorial on CALL in APSIPA2011 by T. Kawahara and N. Minematsu

• Prosodic insensitivity of foreign listeners [Kato+’11]
• 42 Japanese listeners
• 15 Australian listeners
• Judgement of naturalness as Tokyo Japanese

Use of morphed utterances

Morphing only in terms of duration
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Figure 2: Subjective naturalness for each accented Japanese and each acoustic parameter as a function of morphing rate. ! : subjective
naturalness; " : p-value (△ means that the p-value > 0.2).

ican Japanese and Korean Japanese. These stimuli were pre-
sented to both native Japanese listeners and Australian listeners,
who were asked to judge the naturalness of the utterances as
Tokyo Japanese. The experimental results showed that the de-
gree to which language transfer affects naturalness varies from
acoustic parameter to acoustic parameter and from language to
language, and the degree was different between native Japanese
and Australian learners. Especially, Australian learners were
insensitive to F0 pattern changes. Reasons why the Australian
learners were unable to judge the naturalness of certain acoustic
features with the same precision of natives was then discussed.
Lastly, some ideas for how this research can be applied to the
classroom were touched on.

In future work, we’re planning to use learners of Japanese
except Australian, such as Chinese or Korean. We’re also inter-
ested in using more bilinguals because the results obtained in
this paper may be dependent on the two bilingual speakers.
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Figure 2: Subjective naturalness for each accented Japanese and each acoustic parameter as a function of morphing rate. ! : subjective
naturalness; " : p-value (△ means that the p-value > 0.2).

ican Japanese and Korean Japanese. These stimuli were pre-
sented to both native Japanese listeners and Australian listeners,
who were asked to judge the naturalness of the utterances as
Tokyo Japanese. The experimental results showed that the de-
gree to which language transfer affects naturalness varies from
acoustic parameter to acoustic parameter and from language to
language, and the degree was different between native Japanese
and Australian learners. Especially, Australian learners were
insensitive to F0 pattern changes. Reasons why the Australian
learners were unable to judge the naturalness of certain acoustic
features with the same precision of natives was then discussed.
Lastly, some ideas for how this research can be applied to the
classroom were touched on.

In future work, we’re planning to use learners of Japanese
except Australian, such as Chinese or Korean. We’re also inter-
ested in using more bilinguals because the results obtained in
this paper may be dependent on the two bilingual speakers.
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Tutorial on CALL in APSIPA2011 by T. Kawahara and N. Minematsu

• Prosodic insensitivity of foreign listeners [Kato+’11]
• 42 Japanese listeners
• 15 Australian listeners
• Judgement of naturalness as Tokyo Japanese

Use of morphed utterances

Morphing only in terms of F0
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Figure 2: Subjective naturalness for each accented Japanese and each acoustic parameter as a function of morphing rate. ! : subjective
naturalness; " : p-value (△ means that the p-value > 0.2).

ican Japanese and Korean Japanese. These stimuli were pre-
sented to both native Japanese listeners and Australian listeners,
who were asked to judge the naturalness of the utterances as
Tokyo Japanese. The experimental results showed that the de-
gree to which language transfer affects naturalness varies from
acoustic parameter to acoustic parameter and from language to
language, and the degree was different between native Japanese
and Australian learners. Especially, Australian learners were
insensitive to F0 pattern changes. Reasons why the Australian
learners were unable to judge the naturalness of certain acoustic
features with the same precision of natives was then discussed.
Lastly, some ideas for how this research can be applied to the
classroom were touched on.

In future work, we’re planning to use learners of Japanese
except Australian, such as Chinese or Korean. We’re also inter-
ested in using more bilinguals because the results obtained in
this paper may be dependent on the two bilingual speakers.
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Figure 2: Subjective naturalness for each accented Japanese and each acoustic parameter as a function of morphing rate. ! : subjective
naturalness; " : p-value (△ means that the p-value > 0.2).

ican Japanese and Korean Japanese. These stimuli were pre-
sented to both native Japanese listeners and Australian listeners,
who were asked to judge the naturalness of the utterances as
Tokyo Japanese. The experimental results showed that the de-
gree to which language transfer affects naturalness varies from
acoustic parameter to acoustic parameter and from language to
language, and the degree was different between native Japanese
and Australian learners. Especially, Australian learners were
insensitive to F0 pattern changes. Reasons why the Australian
learners were unable to judge the naturalness of certain acoustic
features with the same precision of natives was then discussed.
Lastly, some ideas for how this research can be applied to the
classroom were touched on.

In future work, we’re planning to use learners of Japanese
except Australian, such as Chinese or Korean. We’re also inter-
ested in using more bilinguals because the results obtained in
this paper may be dependent on the two bilingual speakers.
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日本人はアクセントに敏感？鈍感？
日本人なら誰でも各モーラに LH を付与できるのか？
日本人にとって LH の制御は無意識的に行なわれる。
だから，LH を意識的に捉えることが難しい。
当然，上手に自然な日本語（共通語，東京方言）を話します。
小学校でも，音声文法は通常扱っていない。
母語話者の日本語教師でも LH を意識的に捉えることは難しい。
句（フレーズ）の先頭のアクセント核を指摘するテスト
留学生（多くは中国人）：68.2%　　日本人：61.6%

おはよう　　ありがとう　　げんきですか？



本日のメニュー
最近の PC は上手に喋るけど，誰が日本語教えてる？
韻律に着目。単語アクセント・アクセント結合・アクセント句

日本人にとってのアクセントとは？
日本人はアクセントの間違いに敏感なの？鈍感なの？

日本人にとって分かり易い発声とはどういうものか？
フレージング（チャンキング）とポージング

OJAD 作りました。ご紹介します。
単語検索 / 動詞の後続語検索 / 任意テキスト版
韻律音読チュータ・スズキクン

OJAD 使って教えています。指導のヒントをご紹介。
フレージング＆ポージングによる発声指導＆プレゼン指導

まとめ



中国人留学生の日本語音声の例
とある訓練に対する before & after を聞き比べる
「フード・マイレージ」について
＝「食物の重さ x 輸送距離」で計算される量
before
after

後者の方が聞きやすいと誰もが分るのか？
留学生の一部は，それが分らない。



何をやったら after のようになるのか？

䠍䠅ᩥ䛾ព࿡䜢⌮ゎ䛧䚸䠄⪺䛝䛺䛜䜙䠅ྃษ䜚䜢ධ䜜䜛  
䠎䠅䝢䝑䝏䜹䞊䝤䜢ᥥ䛟 
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A ⡆༢䛺䝣䝺䞊䝆䞁䜾䛜䛷䛝䜛 
䛂ྃษ䜚䛃䛸䛂䜈䛾Ꮠ䛃䠄䝏䝱䞁䜻䞁䜾䛸䝫䞊䝆䞁䜾䠅 
э኱䛝䛔䝸䝈䝮䜢䛸䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛 



何をやったら after のようになるのか？
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何をやったら after のようになるのか？
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単語・文節・アクセント句・フレーズの区切り
テキスト解析結果に基づく区切り

テキスト

単語分割
品詞同定
係り受け
読み

アクセント核
ポーズ位置

入力テキスト
解析部

生まれて初めて，バンクーバーに来ました。
　　単語（形態素）に区切る
生まれ（動） | て（助） | 初めて（副） | バンクーバー（名）
| に（助） | 来（動）| まし（助動） | た（助）
　　単語境界の一部が文節境界に
生まれて | 初めて | バンクーバーに | 来ました
　　文節境界の一部がアクセント句境界に（アクセント的まとまりを作る）
生まれて初めて | バンクーバーに | 来ました
　　アクセント句境界の一部が句境界に（イントネーション的まとまりを作る）
生まれて初めて || バンクーバーに来ました　（|| ポーズを置く）

一端ばらばらにしてから，まとめ上げる。
韻律は，まとめ上げを助ける糊のようなもの。



本日のメニュー
最近の PC は上手に喋るけど，誰が日本語教えてる？
韻律に着目。単語アクセント・アクセント結合・アクセント句

日本人にとってのアクセントとは？
日本人はアクセントの間違いに敏感なの？鈍感なの？

日本人にとって分かり易い発声とはどういうものか？
フレージング（チャンキング）とポージング

OJAD 作りました。ご紹介します。
単語検索 / 動詞の後続語検索 / 任意テキスト版
韻律音読チュータ・スズキクン

OJAD 使って教えています。指導のヒントをご紹介。
フレージング＆ポージングによる発声指導＆プレゼン指導

まとめ



OJAD 開発の背景
日本語の音声教育 ～ 需要 ＞ 供給という現実 ～
学習者「聞き取り易い，自然な発声を身に付けたい」
教師１「でも，授業時間にも制約があるし」
教師２「私自身，十分な音声（韻律）教育を受けてないし」

音声（韻律）教育のインフラ作りの重要性
非母語話者の教師でも十分に実行できる簡便な教育法
なるべく短期間で十分な効果が期待できる教育法
一つの解として，フレージング＋ポージング法（中川ら’09）

フレーズ＋ポーズで聞きやすい日本語にはなるが
より自然な日本語 → フレーズ内単語アクセントの勉強も必要
アクセント（含変形）を初級者教育へ導入（平野ら’11）
アクセント（含変形）を教育するための教材不足
アクセント辞典は孤立単語のアクセント型がメイン



OJAD 開発の背景
何時・何処でも使える web アクセント辞書
単語アクセントやその変形を視覚的／網羅的／聴覚的に呈示
アクセントはよく揺れる。（必要に応じて）揺れも含めて呈示
まずは動詞・い形容詞・な形容詞とその基本活用を対象
用言の基本活用に伴うアクセント変形は比較的規則的
多種多様な用言の後続語表現にも対応する必要あり
名詞の（孤立発声時の）アクセントも呈示
各種教科書に準拠した形での情報提供（教科書の副読本的）

文音読時の自然なピッチパターンの視覚呈示
単語や文節という単位を超えて，文としての韻律が知りたい
フレーズ＋ポージング法（中川’09）との融合

�����⏎

Online Japanese Accent Dictionary
http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/ojad

http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/ojad
http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/ojad
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結局，何が必要なのか？
「ひらがな表記」は「読み」になってない。
「ひらがな列」の裏に隠された情報をあぶり出す必要あり。
「ひらがな列→音声」するために必要な情報を示す必要あり。

平仮名列（音韻列，音素列）を単音列に代えるような作業？

もちろん，韻律も示さないとダメ
音声合成技術が裏で行なっている作業を表舞台に出すことで解決！
音声合成器を使わせれば解決？視覚的な呈示が求められている！
ひらがな列の裏に隠された情報（主には韻律）の視覚化
学習者の母語によって，隠されたどの情報が知りたいのかは異なる

ேࡢ࠿࡞࠸
࡜ࡦ

እᅜேࠊࡣࡕࡓ
ࢇࡌࡃࡇ࠸ࡀ

᪥ᮏㄒࡀ
ࡈࢇ࡯࡟

ヰࢆ
࡞ࡣ

ࠋࡍࡲࡋࡾࡃࡗࡧ࡜ࡍ

᪥ᮏ㡢㡪Ꮫ఍ㄅ➨ 60 ᕳ 4 ྕ (2010)                                                      5 

࠿ࡋࠋࡪ࿧࡜⢭ᐦ⾲グࢆ㡢ኌ⾲グ࡞ヲ⣽࡞࠺ࡼࡢ

ሙྜࡿࡍㄝ᫂࡟≉ࢆ࠸㐪ࡢ㡢࠸࠿⣽ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡋ

ࡍ⾲ࡁ᭩ࢆヲ⣽ࡢ࡝࡯ࢀࡇࡕ࠸ࡕ࠸ࠊࡾ㝈࠸࡞࡛

୙ᚲ࡟㆟ㄽࡢ᫬ࡢࡑࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࡂ㐣࡟㞧↹ࡣࡢ

せ࡞ヲ⣽࡞༊ูࡓࡋ␎┬ࡣ⾲グ࡯ࡢ࡜ࡇࡿࡍࢆ

ࠋ࠺ゝ࡜⡆␎⾲グࢆࢀࡇࠋࡿ࠶ᬑ㏻࡛ࢁࡋࡴࡀ࠺

౛ࡤ࠼ᮏ✏࡛ࡣ᪥ᮏㄒࡢ࢔ࡢẕ㡢࠺࠸࡜[�]ࢆグ

⯉๓ࡣ㏻ᖖࡀẕ㡢ࡢࡑࡣࢀࡇࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ⾲࡛ྕ

ẕ㡢=C?࡜ᚋ⯉ẕ㡢=#?ࡢ୰㛫⛬ᗘ࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ព

㆑ࡸࡸࠊࡓࡋ⢭ᐦ࡞⾲グ࡛ࠋࡿ࠶ከࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

ࡶࡋࡎᚲࡣࢀࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⾲࡛?C=ࢆẕ㡢ࡌྠ

ࡢࡶࡿࡍ୺ᙇࢆ࡜ࡇࡿ࠶๓⯉ẕ㡢࡛ࡀẕ㡢ࡢࡑ

ࠋྠ࠸࡞ࡣ࡛ ᵝ࡟ᮏ✏ࡢ 6.1 ⠇࡛᪥ᮏㄒࡢࢡࡢẕ

㡢ࡢࢶࠊ?/=ࢆẕ㡢࡜?�=ࢆグ࡚ࡋ༊ูࠊࡀࡓࡋከ

ࡇ࡝ࢀࡑࠋࡿࢀࡉグ࡛?/=ࡶࡽࡕ࡝ࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

࡚ࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠶㠀෇၁࡛ࡣ㏻ᖖࠊ࠿ࢁ

ࢀࡉࡀグ⾲࠸࡞ࡢ┪▩୰࡛ࡢ⫣ᙜヱᩥࡘ࠿ࡾ࠾

ࡶ࡚࠸W?࡛᭩=ࢆẕ㡢ࡢ࢘ࡢ᪥ᮏㄒࠊࡾ㝈ࡿ࠸࡚

㛫㐪ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃ࠺࠸࡜࠸IPAࡣ࡛⾲ࡢ=T?ࡩࡣ

ࡢredࡢⱥㄒ࡚ࡗゝ࡜ࡽ࠿ࡔࠊࡀࡔグྕࡢ㡢࠼ࡿ
Ⓨ㡢ࡢ=T'F?࠺࠸࡜⾲グࡢ=T?࠼ࡿࡩࡀ㡢࡚ࡋ⾲ࢆ

ࡑࠊࡣࡢ࡞せ⫢ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ᑡࡣேࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠸

ពࡢグྕࡢࢀࡒࢀࡑࡿ࠸࡚ࢀࢃሙ࡛౑ࡢࡑ᫬ࡢ

࿡࡟⬦ᩥࢆ༶࡚ࡋṇࡃࡋ⌮ゎࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ�
㡢ኌ⾲グ࡜ఝ࡚㠀࡟ࡢࡶࡿ࡞㡢⣲⾲グࠋࡿ࠶ࡀ

ᙜヱࡢゝㄒ࠸࠾࡟ 㡢ࡢࡘ࡜ࡦࡌྠࠕ࡚ ᶵ࡚ࡋࠖ࡜

࡞␗ࡣ࡚ࡋ࡜㡢ኌࡢᐇ⌧࡟㸦௬ࢆ㞟ྜࡢ㡢ࡿࡍ⬟

ࠋ᭱ࡪ࿧࡜㡢⣲ࡢࡘ࡜ࡦ㸧ࡶ࡚࠸࡚ࡗ ㏆ࡢⱥ࿴㎡

඾ࡣ࡛࡝࡞ぢฟࡋㄒࡢⓎ㡢ࡃ࡞࡛[  ]ࢆ/  /࡛♧

ࢆ㡢ኌ⾲グࡣゝㄒᏛ࡛ࠊࡀ࠸ከࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࡾࡲỴࡍ♧࡛/  /ࢆ㡢⣲⾲グࠊ[  ]

㡢⣲ࡣゝㄒ࡛ࡢࡿ࡞␗࡟࡜ࡈ㡢⣲⾲グࠕࡣᅜ㝿

ⓗ࡛ࠖ グྕࡿࢀࡽ࠸⏝࡛ࡇࡑ࡚ࡗᚑࠊࡎᚓࡾ࠶ࡣ

ࡣ IPA  ࠋ࠸࡞ࡣ࡛
 ྠ୍㡢ኌ࡛ࣝ࣋ࣞࡿ࡞␗ࢆ⾲グࡓࡋ౛ࢆ㸰

ࡋ࡜౛ࡢㄞ㡢ኌᮁࡎࡲࠋࡿࡆᣲࡘ ᪥ᮏ㡢㡪Ꮫࠕ࡚

఍◊✲⏝㐃⥆㡢ኌࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  Vol.1ࠖࡢ

VOL1/DAT/CAN0001/A/A01.ADࠕ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 
=���Lµ���¿IGµG̀µ,¾F¿ß KVßU�1½!�U�D'́VGµV¿ßcÌKD_½P�1½J1½'́!�P'́̀́'́ ÀKK̀
O�̀�)'́V��̀PQ̀µQµFCÅ? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 

=C�CL/�/IGPF¿ß KVßU/Q�U/DGVGF¿ß KD/P�QJQ�G�PG 
KOC)GVCPQFC? 

㡢⣲⾲グ 15  
/arajurugeNzituosubetezibuNnohoRenezima

getanoda/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࡿࡺࡽ࠶⌧ᐇ࡚࡭ࡍࢆ

⮬ศࡢ᪉ࡌࡡ࡬᭤ࠋࡔࡢࡓࡆ 
ḟ࡟ㅮ₇㡢ኌࡢ౛࡚ࡋ࡜ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕࡢ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥࢫࣃ࣮ࢥ A11M0469_0138ࠕࡢࠖ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 ='À'�M¾L_½�MßZ�)µ�M�I¾KL�¾UV¿ßc8�? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 =G�ML/�MC)CMIKL/UV¿ßcQ�? 
㡢⣲⾲グ  /eRkyuRkagakugizjututjoR/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࠊ࣮࠼ᪧ⛉Ꮫᢏ⾡ᗇ 

8. IPA  ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜๓ᥦࡀ

᭱ᚋ࡟ IPA ࡜๓ᥦ࡟ᬯ㯲ࡣࡓࡲࠊ࡟᫂♧ⓗࡀ

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋ♧࡝࡯ࡘ㸱ࢆ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ
IPAࠊࡎࡲ グࢆࡳࡢ᝟ሗ࡞⩏᭷ព࡟ゝㄒᏛⓗࡣ

㏙ࠋࡿࡍ౛ࠕࡤ࠼ప࡞࣮࢟ࢫࣁࡃ⏨ᛶࡢኌ࡛᪩ཱྀ

࡛ゝࡓࡗ ᝟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡋグ㏙ࡣ᝟ሗࡢ࡝࡞ࠖ

ሗࡣグ㏙୙せ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶๓ᥦࠋࡿ࠶ࡀ 
࿘ࡣ࡜ࡇࡿ࠶㐃⥆య࡛ࡣ࡟ⓗ⌮≀ࡀ㡢ኌࠊࡓࡲ

IPAࠊࡀࡔ஦ᐇࡢ▱ ศ⠇࡟⥆㐃ࡢ༢㡢ࢆࢀࡇࡣ

㸦segment㸧࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟
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=���Lµ���¿IGµG̀µ,¾F¿ß KVßU�1½!�U�D'́VGµV¿ßcÌKD_½P�1½J1½'́!�P'́̀́'́ ÀKK̀
O�̀�)'́V��̀PQ̀µQµFCÅ? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 

=C�CL/�/IGPF¿ß KVßU/Q�U/DGVGF¿ß KD/P�QJQ�G�PG 
KOC)GVCPQFC? 

㡢⣲⾲グ 15  
/arajurugeNzituosubetezibuNnohoRenezima

getanoda/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࡿࡺࡽ࠶⌧ᐇ࡚࡭ࡍࢆ

⮬ศࡢ᪉ࡌࡡ࡬᭤ࠋࡔࡢࡓࡆ 
ḟ࡟ㅮ₇㡢ኌࡢ౛࡚ࡋ࡜ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕࡢ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥࢫࣃ࣮ࢥ A11M0469_0138ࠕࡢࠖ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 ='À'�M¾L_½�MßZ�)µ�M�I¾KL�¾UV¿ßc8�? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 =G�ML/�MC)CMIKL/UV¿ßcQ�? 
㡢⣲⾲グ  /eRkyuRkagakugizjututjoR/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࠊ࣮࠼ᪧ⛉Ꮫᢏ⾡ᗇ 

8. IPA  ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜๓ᥦࡀ

᭱ᚋ࡟ IPA ࡜๓ᥦ࡟ᬯ㯲ࡣࡓࡲࠊ࡟᫂♧ⓗࡀ

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋ♧࡝࡯ࡘ㸱ࢆ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ
IPAࠊࡎࡲ グࢆࡳࡢ᝟ሗ࡞⩏᭷ព࡟ゝㄒᏛⓗࡣ

㏙ࠋࡿࡍ౛ࠕࡤ࠼ప࡞࣮࢟ࢫࣁࡃ⏨ᛶࡢኌ࡛᪩ཱྀ

࡛ゝࡓࡗ ᝟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡋグ㏙ࡣ᝟ሗࡢ࡝࡞ࠖ

ሗࡣグ㏙୙せ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶๓ᥦࠋࡿ࠶ࡀ 
࿘ࡣ࡜ࡇࡿ࠶㐃⥆య࡛ࡣ࡟ⓗ⌮≀ࡀ㡢ኌࠊࡓࡲ

IPAࠊࡀࡔ஦ᐇࡢ▱ ศ⠇࡟⥆㐃ࡢ༢㡢ࢆࢀࡇࡣ

㸦segment㸧࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟

 ࠋࡿ࠶࡛⬟୙ྍࡣグྕ໬࡞࠺ࡼࡢࡇ࡜࠸࡞ࡋ࠺
᭱ᚋࠊ࡟Ꮚ㡢࡜ẕ㡢ࡣ༊ู࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡶ

ࡢⱥㄒࠋࡿ࠶ yet ࡜㡢ࡢึ᭱ࡢ heed 㡢ࡢ୰ኸࡢ

ࠊࡀ࠸࡞ࢀ▱ࡶ࠿୍ྠࡃ඲ࡣ࡚ࡋ࡜࠼ᵓࡢㄪ㡢ࡣ

㏻ᖖ๓⪅ࡣᏊ㡢=L?ࠊᚋ⪅ࡣẕ㡢=K?࡜グ㏙ࠋࡿࢀࡉ

࠸࡚ࢀࡲྵࡀどⅬࡢู࠺࠸࡜㡢⠇ᵓ㐀ࡣ࡟ࡇࡇ

 ࠋࡿ
࡟࠺ࡼࡢࡇ IPA グྕయ⣔࡞᏶඲↓Ḟ࡚ࡋỴࡣ

ㄞࡾࡓࡗ౑࡚ࡋゎ⌮ࡃࡼࢆᚩ≉ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛

ࠊゝࡤࢀࡍࡾࡔࢇ ㄒ㡢ࡢグ㏙࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ㠀ᖖ࡟

౽฼ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞㘓㡢ᢏ⾡ࡀ㣕㌍ⓗ࡟㐍Ṍࡓࡋ

⌧௦࡛ࡶ IPA ࡇࡣ⏤⌮ࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢀࢃ౑ࡃᗈࡀ

ᐇࡀ๓ᥦࡢࡘ㸱ࡓ࡭㏙࡟ୖࡽ࠿ࢀࡑࠊ࡜ࡉ฼౽ࡢ

࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ཯ᫎࡃࡼࢆᛶ㉁ࡢゝㄒ㡢ࡢே㛫ࡣ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺
 

ᩥ  ⊩ 

[1] International Phonetic Association, Handbook of the 
International Phonetic Alphabet (Cambridge University 
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࠿ࡋࠋࡪ࿧࡜⢭ᐦ⾲グࢆ㡢ኌ⾲グ࡞ヲ⣽࡞࠺ࡼࡢ

ሙྜࡿࡍㄝ᫂࡟≉ࢆ࠸㐪ࡢ㡢࠸࠿⣽ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡋ

ࡍ⾲ࡁ᭩ࢆヲ⣽ࡢ࡝࡯ࢀࡇࡕ࠸ࡕ࠸ࠊࡾ㝈࠸࡞࡛

୙ᚲ࡟㆟ㄽࡢ᫬ࡢࡑࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࡂ㐣࡟㞧↹ࡣࡢ

せ࡞ヲ⣽࡞༊ูࡓࡋ␎┬ࡣ⾲グ࡯ࡢ࡜ࡇࡿࡍࢆ

ࠋ࠺ゝ࡜⡆␎⾲グࢆࢀࡇࠋࡿ࠶ᬑ㏻࡛ࢁࡋࡴࡀ࠺

౛ࡤ࠼ᮏ✏࡛ࡣ᪥ᮏㄒࡢ࢔ࡢẕ㡢࠺࠸࡜[�]ࢆグ

⯉๓ࡣ㏻ᖖࡀẕ㡢ࡢࡑࡣࢀࡇࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ⾲࡛ྕ

ẕ㡢=C?࡜ᚋ⯉ẕ㡢=#?ࡢ୰㛫⛬ᗘ࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ព

㆑ࡸࡸࠊࡓࡋ⢭ᐦ࡞⾲グ࡛ࠋࡿ࠶ከࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

ࡶࡋࡎᚲࡣࢀࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⾲࡛?C=ࢆẕ㡢ࡌྠ

ࡢࡶࡿࡍ୺ᙇࢆ࡜ࡇࡿ࠶๓⯉ẕ㡢࡛ࡀẕ㡢ࡢࡑ

ࠋྠ࠸࡞ࡣ࡛ ᵝ࡟ᮏ✏ࡢ 6.1 ⠇࡛᪥ᮏㄒࡢࢡࡢẕ

㡢ࡢࢶࠊ?/=ࢆẕ㡢࡜?�=ࢆグ࡚ࡋ༊ูࠊࡀࡓࡋከ

ࡇ࡝ࢀࡑࠋࡿࢀࡉグ࡛?/=ࡶࡽࡕ࡝ࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

࡚ࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠶㠀෇၁࡛ࡣ㏻ᖖࠊ࠿ࢁ

ࢀࡉࡀグ⾲࠸࡞ࡢ┪▩୰࡛ࡢ⫣ᙜヱᩥࡘ࠿ࡾ࠾

ࡶ࡚࠸W?࡛᭩=ࢆẕ㡢ࡢ࢘ࡢ᪥ᮏㄒࠊࡾ㝈ࡿ࠸࡚

㛫㐪ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃ࠺࠸࡜࠸IPAࡣ࡛⾲ࡢ=T?ࡩࡣ

ࡢredࡢⱥㄒ࡚ࡗゝ࡜ࡽ࠿ࡔࠊࡀࡔグྕࡢ㡢࠼ࡿ
Ⓨ㡢ࡢ=T'F?࠺࠸࡜⾲グࡢ=T?࠼ࡿࡩࡀ㡢࡚ࡋ⾲ࢆ

ࡑࠊࡣࡢ࡞せ⫢ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ᑡࡣேࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠸

ពࡢグྕࡢࢀࡒࢀࡑࡿ࠸࡚ࢀࢃሙ࡛౑ࡢࡑ᫬ࡢ

࿡࡟⬦ᩥࢆ༶࡚ࡋṇࡃࡋ⌮ゎࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ�
㡢ኌ⾲グ࡜ఝ࡚㠀࡟ࡢࡶࡿ࡞㡢⣲⾲グࠋࡿ࠶ࡀ

ᙜヱࡢゝㄒ࠸࠾࡟ 㡢ࡢࡘ࡜ࡦࡌྠࠕ࡚ ᶵ࡚ࡋࠖ࡜

࡞␗ࡣ࡚ࡋ࡜㡢ኌࡢᐇ⌧࡟㸦௬ࢆ㞟ྜࡢ㡢ࡿࡍ⬟

ࠋ᭱ࡪ࿧࡜㡢⣲ࡢࡘ࡜ࡦ㸧ࡶ࡚࠸࡚ࡗ ㏆ࡢⱥ࿴㎡

඾ࡣ࡛࡝࡞ぢฟࡋㄒࡢⓎ㡢ࡃ࡞࡛[  ]ࢆ/  /࡛♧

ࢆ㡢ኌ⾲グࡣゝㄒᏛ࡛ࠊࡀ࠸ከࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࡾࡲỴࡍ♧࡛/  /ࢆ㡢⣲⾲グࠊ[  ]

㡢⣲ࡣゝㄒ࡛ࡢࡿ࡞␗࡟࡜ࡈ㡢⣲⾲グࠕࡣᅜ㝿

ⓗ࡛ࠖ グྕࡿࢀࡽ࠸⏝࡛ࡇࡑ࡚ࡗᚑࠊࡎᚓࡾ࠶ࡣ

ࡣ IPA  ࠋ࠸࡞ࡣ࡛
 ྠ୍㡢ኌ࡛ࣝ࣋ࣞࡿ࡞␗ࢆ⾲グࡓࡋ౛ࢆ㸰

ࡋ࡜౛ࡢㄞ㡢ኌᮁࡎࡲࠋࡿࡆᣲࡘ ᪥ᮏ㡢㡪Ꮫࠕ࡚

఍◊✲⏝㐃⥆㡢ኌࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  Vol.1ࠖࡢ

VOL1/DAT/CAN0001/A/A01.ADࠕ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 
=���Lµ���¿IGµG̀µ,¾F¿ß KVßU�1½!�U�D'́VGµV¿ßcÌKD_½P�1½J1½'́!�P'́̀́'́ ÀKK̀
O�̀�)'́V��̀PQ̀µQµFCÅ? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 

=C�CL/�/IGPF¿ß KVßU/Q�U/DGVGF¿ß KD/P�QJQ�G�PG 
KOC)GVCPQFC? 

㡢⣲⾲グ 15  
/arajurugeNzituosubetezibuNnohoRenezima

getanoda/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࡿࡺࡽ࠶⌧ᐇ࡚࡭ࡍࢆ

⮬ศࡢ᪉ࡌࡡ࡬᭤ࠋࡔࡢࡓࡆ 
ḟ࡟ㅮ₇㡢ኌࡢ౛࡚ࡋ࡜ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕࡢ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥࢫࣃ࣮ࢥ A11M0469_0138ࠕࡢࠖ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 ='À'�M¾L_½�MßZ�)µ�M�I¾KL�¾UV¿ßc8�? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 =G�ML/�MC)CMIKL/UV¿ßcQ�? 
㡢⣲⾲グ  /eRkyuRkagakugizjututjoR/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࠊ࣮࠼ᪧ⛉Ꮫᢏ⾡ᗇ 

8. IPA  ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜๓ᥦࡀ

᭱ᚋ࡟ IPA ࡜๓ᥦ࡟ᬯ㯲ࡣࡓࡲࠊ࡟᫂♧ⓗࡀ

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋ♧࡝࡯ࡘ㸱ࢆ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ
IPAࠊࡎࡲ グࢆࡳࡢ᝟ሗ࡞⩏᭷ព࡟ゝㄒᏛⓗࡣ

㏙ࠋࡿࡍ౛ࠕࡤ࠼ప࡞࣮࢟ࢫࣁࡃ⏨ᛶࡢኌ࡛᪩ཱྀ

࡛ゝࡓࡗ ᝟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡋグ㏙ࡣ᝟ሗࡢ࡝࡞ࠖ

ሗࡣグ㏙୙せ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶๓ᥦࠋࡿ࠶ࡀ 
࿘ࡣ࡜ࡇࡿ࠶㐃⥆య࡛ࡣ࡟ⓗ⌮≀ࡀ㡢ኌࠊࡓࡲ

IPAࠊࡀࡔ஦ᐇࡢ▱ ศ⠇࡟⥆㐃ࡢ༢㡢ࢆࢀࡇࡣ

㸦segment㸧࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟

 ࠋࡿ࠶࡛⬟୙ྍࡣグྕ໬࡞࠺ࡼࡢࡇ࡜࠸࡞ࡋ࠺
᭱ᚋࠊ࡟Ꮚ㡢࡜ẕ㡢ࡣ༊ู࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡶ

ࡢⱥㄒࠋࡿ࠶ yet ࡜㡢ࡢึ᭱ࡢ heed 㡢ࡢ୰ኸࡢ

ࠊࡀ࠸࡞ࢀ▱ࡶ࠿୍ྠࡃ඲ࡣ࡚ࡋ࡜࠼ᵓࡢㄪ㡢ࡣ

㏻ᖖ๓⪅ࡣᏊ㡢=L?ࠊᚋ⪅ࡣẕ㡢=K?࡜グ㏙ࠋࡿࢀࡉ

࠸࡚ࢀࡲྵࡀどⅬࡢู࠺࠸࡜㡢⠇ᵓ㐀ࡣ࡟ࡇࡇ

 ࠋࡿ
࡟࠺ࡼࡢࡇ IPA グྕయ⣔࡞᏶඲↓Ḟ࡚ࡋỴࡣ

ㄞࡾࡓࡗ౑࡚ࡋゎ⌮ࡃࡼࢆᚩ≉ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛

ࠊゝࡤࢀࡍࡾࡔࢇ ㄒ㡢ࡢグ㏙࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ㠀ᖖ࡟

౽฼ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞㘓㡢ᢏ⾡ࡀ㣕㌍ⓗ࡟㐍Ṍࡓࡋ

⌧௦࡛ࡶ IPA ࡇࡣ⏤⌮ࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢀࢃ౑ࡃᗈࡀ

ᐇࡀ๓ᥦࡢࡘ㸱ࡓ࡭㏙࡟ୖࡽ࠿ࢀࡑࠊ࡜ࡉ฼౽ࡢ

࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ཯ᫎࡃࡼࢆᛶ㉁ࡢゝㄒ㡢ࡢே㛫ࡣ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺
 

ᩥ  ⊩ 

[1] International Phonetic Association, Handbook of the 
International Phonetic Alphabet (Cambridge University 
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 ࠋ࠺ೌ࡟[6]⫣ᩥࡣ
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࠿ࡋࠋࡪ࿧࡜⢭ᐦ⾲グࢆ㡢ኌ⾲グ࡞ヲ⣽࡞࠺ࡼࡢ

ሙྜࡿࡍㄝ᫂࡟≉ࢆ࠸㐪ࡢ㡢࠸࠿⣽ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡋ

ࡍ⾲ࡁ᭩ࢆヲ⣽ࡢ࡝࡯ࢀࡇࡕ࠸ࡕ࠸ࠊࡾ㝈࠸࡞࡛

୙ᚲ࡟㆟ㄽࡢ᫬ࡢࡑࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࡂ㐣࡟㞧↹ࡣࡢ

せ࡞ヲ⣽࡞༊ูࡓࡋ␎┬ࡣ⾲グ࡯ࡢ࡜ࡇࡿࡍࢆ

ࠋ࠺ゝ࡜⡆␎⾲グࢆࢀࡇࠋࡿ࠶ᬑ㏻࡛ࢁࡋࡴࡀ࠺

౛ࡤ࠼ᮏ✏࡛ࡣ᪥ᮏㄒࡢ࢔ࡢẕ㡢࠺࠸࡜[�]ࢆグ

⯉๓ࡣ㏻ᖖࡀẕ㡢ࡢࡑࡣࢀࡇࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ⾲࡛ྕ

ẕ㡢=C?࡜ᚋ⯉ẕ㡢=#?ࡢ୰㛫⛬ᗘ࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ព

㆑ࡸࡸࠊࡓࡋ⢭ᐦ࡞⾲グ࡛ࠋࡿ࠶ከࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

ࡶࡋࡎᚲࡣࢀࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⾲࡛?C=ࢆẕ㡢ࡌྠ

ࡢࡶࡿࡍ୺ᙇࢆ࡜ࡇࡿ࠶๓⯉ẕ㡢࡛ࡀẕ㡢ࡢࡑ

ࠋྠ࠸࡞ࡣ࡛ ᵝ࡟ᮏ✏ࡢ 6.1 ⠇࡛᪥ᮏㄒࡢࢡࡢẕ

㡢ࡢࢶࠊ?/=ࢆẕ㡢࡜?�=ࢆグ࡚ࡋ༊ูࠊࡀࡓࡋከ

ࡇ࡝ࢀࡑࠋࡿࢀࡉグ࡛?/=ࡶࡽࡕ࡝ࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

࡚ࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠶㠀෇၁࡛ࡣ㏻ᖖࠊ࠿ࢁ

ࢀࡉࡀグ⾲࠸࡞ࡢ┪▩୰࡛ࡢ⫣ᙜヱᩥࡘ࠿ࡾ࠾

ࡶ࡚࠸W?࡛᭩=ࢆẕ㡢ࡢ࢘ࡢ᪥ᮏㄒࠊࡾ㝈ࡿ࠸࡚

㛫㐪ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃ࠺࠸࡜࠸IPAࡣ࡛⾲ࡢ=T?ࡩࡣ

ࡢredࡢⱥㄒ࡚ࡗゝ࡜ࡽ࠿ࡔࠊࡀࡔグྕࡢ㡢࠼ࡿ
Ⓨ㡢ࡢ=T'F?࠺࠸࡜⾲グࡢ=T?࠼ࡿࡩࡀ㡢࡚ࡋ⾲ࢆ

ࡑࠊࡣࡢ࡞せ⫢ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ᑡࡣேࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠸

ពࡢグྕࡢࢀࡒࢀࡑࡿ࠸࡚ࢀࢃሙ࡛౑ࡢࡑ᫬ࡢ

࿡࡟⬦ᩥࢆ༶࡚ࡋṇࡃࡋ⌮ゎࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ�
㡢ኌ⾲グ࡜ఝ࡚㠀࡟ࡢࡶࡿ࡞㡢⣲⾲グࠋࡿ࠶ࡀ

ᙜヱࡢゝㄒ࠸࠾࡟ 㡢ࡢࡘ࡜ࡦࡌྠࠕ࡚ ᶵ࡚ࡋࠖ࡜

࡞␗ࡣ࡚ࡋ࡜㡢ኌࡢᐇ⌧࡟㸦௬ࢆ㞟ྜࡢ㡢ࡿࡍ⬟

ࠋ᭱ࡪ࿧࡜㡢⣲ࡢࡘ࡜ࡦ㸧ࡶ࡚࠸࡚ࡗ ㏆ࡢⱥ࿴㎡

඾ࡣ࡛࡝࡞ぢฟࡋㄒࡢⓎ㡢ࡃ࡞࡛[  ]ࢆ/  /࡛♧

ࢆ㡢ኌ⾲グࡣゝㄒᏛ࡛ࠊࡀ࠸ከࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࡾࡲỴࡍ♧࡛/  /ࢆ㡢⣲⾲グࠊ[  ]

㡢⣲ࡣゝㄒ࡛ࡢࡿ࡞␗࡟࡜ࡈ㡢⣲⾲グࠕࡣᅜ㝿

ⓗ࡛ࠖ グྕࡿࢀࡽ࠸⏝࡛ࡇࡑ࡚ࡗᚑࠊࡎᚓࡾ࠶ࡣ

ࡣ IPA  ࠋ࠸࡞ࡣ࡛
 ྠ୍㡢ኌ࡛ࣝ࣋ࣞࡿ࡞␗ࢆ⾲グࡓࡋ౛ࢆ㸰

ࡋ࡜౛ࡢㄞ㡢ኌᮁࡎࡲࠋࡿࡆᣲࡘ ᪥ᮏ㡢㡪Ꮫࠕ࡚

఍◊✲⏝㐃⥆㡢ኌࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  Vol.1ࠖࡢ

VOL1/DAT/CAN0001/A/A01.ADࠕ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 
=���Lµ���¿IGµG̀µ,¾F¿ß KVßU�1½!�U�D'́VGµV¿ßcÌKD_½P�1½J1½'́!�P'́̀́'́ ÀKK̀
O�̀�)'́V��̀PQ̀µQµFCÅ? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 

=C�CL/�/IGPF¿ß KVßU/Q�U/DGVGF¿ß KD/P�QJQ�G�PG 
KOC)GVCPQFC? 

㡢⣲⾲グ 15  
/arajurugeNzituosubetezibuNnohoRenezima

getanoda/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࡿࡺࡽ࠶⌧ᐇ࡚࡭ࡍࢆ

⮬ศࡢ᪉ࡌࡡ࡬᭤ࠋࡔࡢࡓࡆ 
ḟ࡟ㅮ₇㡢ኌࡢ౛࡚ࡋ࡜ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕࡢ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥࢫࣃ࣮ࢥ A11M0469_0138ࠕࡢࠖ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 ='À'�M¾L_½�MßZ�)µ�M�I¾KL�¾UV¿ßc8�? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 =G�ML/�MC)CMIKL/UV¿ßcQ�? 
㡢⣲⾲グ  /eRkyuRkagakugizjututjoR/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࠊ࣮࠼ᪧ⛉Ꮫᢏ⾡ᗇ 

8. IPA  ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜๓ᥦࡀ

᭱ᚋ࡟ IPA ࡜๓ᥦ࡟ᬯ㯲ࡣࡓࡲࠊ࡟᫂♧ⓗࡀ

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋ♧࡝࡯ࡘ㸱ࢆ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ
IPAࠊࡎࡲ グࢆࡳࡢ᝟ሗ࡞⩏᭷ព࡟ゝㄒᏛⓗࡣ

㏙ࠋࡿࡍ౛ࠕࡤ࠼ప࡞࣮࢟ࢫࣁࡃ⏨ᛶࡢኌ࡛᪩ཱྀ

࡛ゝࡓࡗ ᝟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡋグ㏙ࡣ᝟ሗࡢ࡝࡞ࠖ

ሗࡣグ㏙୙せ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶๓ᥦࠋࡿ࠶ࡀ 
࿘ࡣ࡜ࡇࡿ࠶㐃⥆య࡛ࡣ࡟ⓗ⌮≀ࡀ㡢ኌࠊࡓࡲ

IPAࠊࡀࡔ஦ᐇࡢ▱ ศ⠇࡟⥆㐃ࡢ༢㡢ࢆࢀࡇࡣ

㸦segment㸧࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟

 ࠋࡿ࠶࡛⬟୙ྍࡣグྕ໬࡞࠺ࡼࡢࡇ࡜࠸࡞ࡋ࠺
᭱ᚋࠊ࡟Ꮚ㡢࡜ẕ㡢ࡣ༊ู࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡶ

ࡢⱥㄒࠋࡿ࠶ yet ࡜㡢ࡢึ᭱ࡢ heed 㡢ࡢ୰ኸࡢ

ࠊࡀ࠸࡞ࢀ▱ࡶ࠿୍ྠࡃ඲ࡣ࡚ࡋ࡜࠼ᵓࡢㄪ㡢ࡣ

㏻ᖖ๓⪅ࡣᏊ㡢=L?ࠊᚋ⪅ࡣẕ㡢=K?࡜グ㏙ࠋࡿࢀࡉ

࠸࡚ࢀࡲྵࡀどⅬࡢู࠺࠸࡜㡢⠇ᵓ㐀ࡣ࡟ࡇࡇ

 ࠋࡿ
࡟࠺ࡼࡢࡇ IPA グྕయ⣔࡞᏶඲↓Ḟ࡚ࡋỴࡣ

ㄞࡾࡓࡗ౑࡚ࡋゎ⌮ࡃࡼࢆᚩ≉ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛

ࠊゝࡤࢀࡍࡾࡔࢇ ㄒ㡢ࡢグ㏙࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ㠀ᖖ࡟

౽฼ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞㘓㡢ᢏ⾡ࡀ㣕㌍ⓗ࡟㐍Ṍࡓࡋ

⌧௦࡛ࡶ IPA ࡇࡣ⏤⌮ࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢀࢃ౑ࡃᗈࡀ

ᐇࡀ๓ᥦࡢࡘ㸱ࡓ࡭㏙࡟ୖࡽ࠿ࢀࡑࠊ࡜ࡉ฼౽ࡢ

࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ཯ᫎࡃࡼࢆᛶ㉁ࡢゝㄒ㡢ࡢே㛫ࡣ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺
 

ᩥ  ⊩ 

[1] International Phonetic Association, Handbook of the 
International Phonetic Alphabet (Cambridge University 
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࠿ࡋࠋࡪ࿧࡜⢭ᐦ⾲グࢆ㡢ኌ⾲グ࡞ヲ⣽࡞࠺ࡼࡢ

ሙྜࡿࡍㄝ᫂࡟≉ࢆ࠸㐪ࡢ㡢࠸࠿⣽ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡋ

ࡍ⾲ࡁ᭩ࢆヲ⣽ࡢ࡝࡯ࢀࡇࡕ࠸ࡕ࠸ࠊࡾ㝈࠸࡞࡛

୙ᚲ࡟㆟ㄽࡢ᫬ࡢࡑࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࡂ㐣࡟㞧↹ࡣࡢ

せ࡞ヲ⣽࡞༊ูࡓࡋ␎┬ࡣ⾲グ࡯ࡢ࡜ࡇࡿࡍࢆ

ࠋ࠺ゝ࡜⡆␎⾲グࢆࢀࡇࠋࡿ࠶ᬑ㏻࡛ࢁࡋࡴࡀ࠺

౛ࡤ࠼ᮏ✏࡛ࡣ᪥ᮏㄒࡢ࢔ࡢẕ㡢࠺࠸࡜[�]ࢆグ

⯉๓ࡣ㏻ᖖࡀẕ㡢ࡢࡑࡣࢀࡇࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ⾲࡛ྕ

ẕ㡢=C?࡜ᚋ⯉ẕ㡢=#?ࡢ୰㛫⛬ᗘ࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ព

㆑ࡸࡸࠊࡓࡋ⢭ᐦ࡞⾲グ࡛ࠋࡿ࠶ከࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

ࡶࡋࡎᚲࡣࢀࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⾲࡛?C=ࢆẕ㡢ࡌྠ

ࡢࡶࡿࡍ୺ᙇࢆ࡜ࡇࡿ࠶๓⯉ẕ㡢࡛ࡀẕ㡢ࡢࡑ

ࠋྠ࠸࡞ࡣ࡛ ᵝ࡟ᮏ✏ࡢ 6.1 ⠇࡛᪥ᮏㄒࡢࢡࡢẕ

㡢ࡢࢶࠊ?/=ࢆẕ㡢࡜?�=ࢆグ࡚ࡋ༊ูࠊࡀࡓࡋከ

ࡇ࡝ࢀࡑࠋࡿࢀࡉグ࡛?/=ࡶࡽࡕ࡝ࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

࡚ࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠶㠀෇၁࡛ࡣ㏻ᖖࠊ࠿ࢁ

ࢀࡉࡀグ⾲࠸࡞ࡢ┪▩୰࡛ࡢ⫣ᙜヱᩥࡘ࠿ࡾ࠾

ࡶ࡚࠸W?࡛᭩=ࢆẕ㡢ࡢ࢘ࡢ᪥ᮏㄒࠊࡾ㝈ࡿ࠸࡚

㛫㐪ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃ࠺࠸࡜࠸IPAࡣ࡛⾲ࡢ=T?ࡩࡣ

ࡢredࡢⱥㄒ࡚ࡗゝ࡜ࡽ࠿ࡔࠊࡀࡔグྕࡢ㡢࠼ࡿ
Ⓨ㡢ࡢ=T'F?࠺࠸࡜⾲グࡢ=T?࠼ࡿࡩࡀ㡢࡚ࡋ⾲ࢆ

ࡑࠊࡣࡢ࡞せ⫢ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ᑡࡣேࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠸

ពࡢグྕࡢࢀࡒࢀࡑࡿ࠸࡚ࢀࢃሙ࡛౑ࡢࡑ᫬ࡢ

࿡࡟⬦ᩥࢆ༶࡚ࡋṇࡃࡋ⌮ゎࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ�
㡢ኌ⾲グ࡜ఝ࡚㠀࡟ࡢࡶࡿ࡞㡢⣲⾲グࠋࡿ࠶ࡀ

ᙜヱࡢゝㄒ࠸࠾࡟ 㡢ࡢࡘ࡜ࡦࡌྠࠕ࡚ ᶵ࡚ࡋࠖ࡜

࡞␗ࡣ࡚ࡋ࡜㡢ኌࡢᐇ⌧࡟㸦௬ࢆ㞟ྜࡢ㡢ࡿࡍ⬟

ࠋ᭱ࡪ࿧࡜㡢⣲ࡢࡘ࡜ࡦ㸧ࡶ࡚࠸࡚ࡗ ㏆ࡢⱥ࿴㎡

඾ࡣ࡛࡝࡞ぢฟࡋㄒࡢⓎ㡢ࡃ࡞࡛[  ]ࢆ/  /࡛♧

ࢆ㡢ኌ⾲グࡣゝㄒᏛ࡛ࠊࡀ࠸ከࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࡾࡲỴࡍ♧࡛/  /ࢆ㡢⣲⾲グࠊ[  ]

㡢⣲ࡣゝㄒ࡛ࡢࡿ࡞␗࡟࡜ࡈ㡢⣲⾲グࠕࡣᅜ㝿

ⓗ࡛ࠖ グྕࡿࢀࡽ࠸⏝࡛ࡇࡑ࡚ࡗᚑࠊࡎᚓࡾ࠶ࡣ

ࡣ IPA  ࠋ࠸࡞ࡣ࡛
 ྠ୍㡢ኌ࡛ࣝ࣋ࣞࡿ࡞␗ࢆ⾲グࡓࡋ౛ࢆ㸰

ࡋ࡜౛ࡢㄞ㡢ኌᮁࡎࡲࠋࡿࡆᣲࡘ ᪥ᮏ㡢㡪Ꮫࠕ࡚

఍◊✲⏝㐃⥆㡢ኌࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  Vol.1ࠖࡢ

VOL1/DAT/CAN0001/A/A01.ADࠕ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 
=���Lµ���¿IGµG̀µ,¾F¿ß KVßU�1½!�U�D'́VGµV¿ßcÌKD_½P�1½J1½'́!�P'́̀́'́ ÀKK̀
O�̀�)'́V��̀PQ̀µQµFCÅ? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 

=C�CL/�/IGPF¿ß KVßU/Q�U/DGVGF¿ß KD/P�QJQ�G�PG 
KOC)GVCPQFC? 

㡢⣲⾲グ 15  
/arajurugeNzituosubetezibuNnohoRenezima

getanoda/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࡿࡺࡽ࠶⌧ᐇ࡚࡭ࡍࢆ

⮬ศࡢ᪉ࡌࡡ࡬᭤ࠋࡔࡢࡓࡆ 
ḟ࡟ㅮ₇㡢ኌࡢ౛࡚ࡋ࡜ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕࡢ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥࢫࣃ࣮ࢥ A11M0469_0138ࠕࡢࠖ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 ='À'�M¾L_½�MßZ�)µ�M�I¾KL�¾UV¿ßc8�? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 =G�ML/�MC)CMIKL/UV¿ßcQ�? 
㡢⣲⾲グ  /eRkyuRkagakugizjututjoR/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࠊ࣮࠼ᪧ⛉Ꮫᢏ⾡ᗇ 

8. IPA  ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜๓ᥦࡀ

᭱ᚋ࡟ IPA ࡜๓ᥦ࡟ᬯ㯲ࡣࡓࡲࠊ࡟᫂♧ⓗࡀ

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋ♧࡝࡯ࡘ㸱ࢆ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ
IPAࠊࡎࡲ グࢆࡳࡢ᝟ሗ࡞⩏᭷ព࡟ゝㄒᏛⓗࡣ

㏙ࠋࡿࡍ౛ࠕࡤ࠼ప࡞࣮࢟ࢫࣁࡃ⏨ᛶࡢኌ࡛᪩ཱྀ

࡛ゝࡓࡗ ᝟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡋグ㏙ࡣ᝟ሗࡢ࡝࡞ࠖ

ሗࡣグ㏙୙せ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶๓ᥦࠋࡿ࠶ࡀ 
࿘ࡣ࡜ࡇࡿ࠶㐃⥆య࡛ࡣ࡟ⓗ⌮≀ࡀ㡢ኌࠊࡓࡲ

IPAࠊࡀࡔ஦ᐇࡢ▱ ศ⠇࡟⥆㐃ࡢ༢㡢ࢆࢀࡇࡣ

㸦segment㸧࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟

 ࠋࡿ࠶࡛⬟୙ྍࡣグྕ໬࡞࠺ࡼࡢࡇ࡜࠸࡞ࡋ࠺
᭱ᚋࠊ࡟Ꮚ㡢࡜ẕ㡢ࡣ༊ู࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡶ

ࡢⱥㄒࠋࡿ࠶ yet ࡜㡢ࡢึ᭱ࡢ heed 㡢ࡢ୰ኸࡢ

ࠊࡀ࠸࡞ࢀ▱ࡶ࠿୍ྠࡃ඲ࡣ࡚ࡋ࡜࠼ᵓࡢㄪ㡢ࡣ

㏻ᖖ๓⪅ࡣᏊ㡢=L?ࠊᚋ⪅ࡣẕ㡢=K?࡜グ㏙ࠋࡿࢀࡉ

࠸࡚ࢀࡲྵࡀどⅬࡢู࠺࠸࡜㡢⠇ᵓ㐀ࡣ࡟ࡇࡇ

 ࠋࡿ
࡟࠺ࡼࡢࡇ IPA グྕయ⣔࡞᏶඲↓Ḟ࡚ࡋỴࡣ

ㄞࡾࡓࡗ౑࡚ࡋゎ⌮ࡃࡼࢆᚩ≉ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛

ࠊゝࡤࢀࡍࡾࡔࢇ ㄒ㡢ࡢグ㏙࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ㠀ᖖ࡟

౽฼ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞㘓㡢ᢏ⾡ࡀ㣕㌍ⓗ࡟㐍Ṍࡓࡋ

⌧௦࡛ࡶ IPA ࡇࡣ⏤⌮ࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢀࢃ౑ࡃᗈࡀ

ᐇࡀ๓ᥦࡢࡘ㸱ࡓ࡭㏙࡟ୖࡽ࠿ࢀࡑࠊ࡜ࡉ฼౽ࡢ

࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ཯ᫎࡃࡼࢆᛶ㉁ࡢゝㄒ㡢ࡢே㛫ࡣ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺
 

ᩥ  ⊩ 

[1] International Phonetic Association, Handbook of the 
International Phonetic Alphabet (Cambridge University 
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結局，何が必要なのか？
「ひらがな表記」は「読み」になってない。
「ひらがな列」の裏に隠された情報をあぶり出す必要あり。
「ひらがな列→音声」するために必要な情報を示す必要あり。

平仮名列（音韻列，音素列）を単音列に代えるような作業？

もちろん，韻律も示さないとダメ
音声合成技術が裏で行なっている作業を表舞台に出すことで解決！
音声合成器を使わせれば解決？視覚的な呈示が求められている！
ひらがな列の裏に隠された情報（主には韻律）の視覚化
学習者の母語によって，隠されたどの情報が知りたいのかは異なる

ேࡢ࠿࡞࠸
࡜ࡦ

እᅜேࠊࡣࡕࡓ
ࢇࡌࡃࡇ࠸ࡀ

᪥ᮏㄒࡀ
ࡈࢇ࡯࡟

ヰࢆ
࡞ࡣ

ࠋࡍࡲࡋࡾࡃࡗࡧ࡜ࡍ
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8. IPA  ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜๓ᥦࡀ
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㏙ࠋࡿࡍ౛ࠕࡤ࠼ప࡞࣮࢟ࢫࣁࡃ⏨ᛶࡢኌ࡛᪩ཱྀ

࡛ゝࡓࡗ ᝟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡋグ㏙ࡣ᝟ሗࡢ࡝࡞ࠖ

ሗࡣグ㏙୙せ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶๓ᥦࠋࡿ࠶ࡀ 
࿘ࡣ࡜ࡇࡿ࠶㐃⥆య࡛ࡣ࡟ⓗ⌮≀ࡀ㡢ኌࠊࡓࡲ

IPAࠊࡀࡔ஦ᐇࡢ▱ ศ⠇࡟⥆㐃ࡢ༢㡢ࢆࢀࡇࡣ

㸦segment㸧࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟

 ࠋࡿ࠶࡛⬟୙ྍࡣグྕ໬࡞࠺ࡼࡢࡇ࡜࠸࡞ࡋ࠺
᭱ᚋࠊ࡟Ꮚ㡢࡜ẕ㡢ࡣ༊ู࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡶ

ࡢⱥㄒࠋࡿ࠶ yet ࡜㡢ࡢึ᭱ࡢ heed 㡢ࡢ୰ኸࡢ

ࠊࡀ࠸࡞ࢀ▱ࡶ࠿୍ྠࡃ඲ࡣ࡚ࡋ࡜࠼ᵓࡢㄪ㡢ࡣ

㏻ᖖ๓⪅ࡣᏊ㡢=L?ࠊᚋ⪅ࡣẕ㡢=K?࡜グ㏙ࠋࡿࢀࡉ

࠸࡚ࢀࡲྵࡀどⅬࡢู࠺࠸࡜㡢⠇ᵓ㐀ࡣ࡟ࡇࡇ

 ࠋࡿ
࡟࠺ࡼࡢࡇ IPA グྕయ⣔࡞᏶඲↓Ḟ࡚ࡋỴࡣ

ㄞࡾࡓࡗ౑࡚ࡋゎ⌮ࡃࡼࢆᚩ≉ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛
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౽฼ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞㘓㡢ᢏ⾡ࡀ㣕㌍ⓗ࡟㐍Ṍࡓࡋ

⌧௦࡛ࡶ IPA ࡇࡣ⏤⌮ࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢀࢃ౑ࡃᗈࡀ

ᐇࡀ๓ᥦࡢࡘ㸱ࡓ࡭㏙࡟ୖࡽ࠿ࢀࡑࠊ࡜ࡉ฼౽ࡢ

࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ཯ᫎࡃࡼࢆᛶ㉁ࡢゝㄒ㡢ࡢே㛫ࡣ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺
 

ᩥ  ⊩ 

[1] International Phonetic Association, Handbook of the 
International Phonetic Alphabet (Cambridge University 
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᭱ᚋ࡟ IPA ࡜๓ᥦ࡟ᬯ㯲ࡣࡓࡲࠊ࡟᫂♧ⓗࡀ
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ᐇࡀ๓ᥦࡢࡘ㸱ࡓ࡭㏙࡟ୖࡽ࠿ࢀࡑࠊ࡜ࡉ฼౽ࡢ
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ࢀࡉࡀグ⾲࠸࡞ࡢ┪▩୰࡛ࡢ⫣ᙜヱᩥࡘ࠿ࡾ࠾

ࡶ࡚࠸W?࡛᭩=ࢆẕ㡢ࡢ࢘ࡢ᪥ᮏㄒࠊࡾ㝈ࡿ࠸࡚

㛫㐪ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃ࠺࠸࡜࠸IPAࡣ࡛⾲ࡢ=T?ࡩࡣ

ࡢredࡢⱥㄒ࡚ࡗゝ࡜ࡽ࠿ࡔࠊࡀࡔグྕࡢ㡢࠼ࡿ
Ⓨ㡢ࡢ=T'F?࠺࠸࡜⾲グࡢ=T?࠼ࡿࡩࡀ㡢࡚ࡋ⾲ࢆ

ࡑࠊࡣࡢ࡞せ⫢ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ᑡࡣேࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠸

ពࡢグྕࡢࢀࡒࢀࡑࡿ࠸࡚ࢀࢃሙ࡛౑ࡢࡑ᫬ࡢ

࿡࡟⬦ᩥࢆ༶࡚ࡋṇࡃࡋ⌮ゎࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ�
㡢ኌ⾲グ࡜ఝ࡚㠀࡟ࡢࡶࡿ࡞㡢⣲⾲グࠋࡿ࠶ࡀ

ᙜヱࡢゝㄒ࠸࠾࡟ 㡢ࡢࡘ࡜ࡦࡌྠࠕ࡚ ᶵ࡚ࡋࠖ࡜
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ࠋ᭱ࡪ࿧࡜㡢⣲ࡢࡘ࡜ࡦ㸧ࡶ࡚࠸࡚ࡗ ㏆ࡢⱥ࿴㎡

඾ࡣ࡛࡝࡞ぢฟࡋㄒࡢⓎ㡢ࡃ࡞࡛[  ]ࢆ/  /࡛♧

ࢆ㡢ኌ⾲グࡣゝㄒᏛ࡛ࠊࡀ࠸ከࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࡾࡲỴࡍ♧࡛/  /ࢆ㡢⣲⾲グࠊ[  ]

㡢⣲ࡣゝㄒ࡛ࡢࡿ࡞␗࡟࡜ࡈ㡢⣲⾲グࠕࡣᅜ㝿

ⓗ࡛ࠖ グྕࡿࢀࡽ࠸⏝࡛ࡇࡑ࡚ࡗᚑࠊࡎᚓࡾ࠶ࡣ

ࡣ IPA  ࠋ࠸࡞ࡣ࡛
 ྠ୍㡢ኌ࡛ࣝ࣋ࣞࡿ࡞␗ࢆ⾲グࡓࡋ౛ࢆ㸰

ࡋ࡜౛ࡢㄞ㡢ኌᮁࡎࡲࠋࡿࡆᣲࡘ ᪥ᮏ㡢㡪Ꮫࠕ࡚

఍◊✲⏝㐃⥆㡢ኌࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  Vol.1ࠖࡢ

VOL1/DAT/CAN0001/A/A01.ADࠕ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 
=���Lµ���¿IGµG̀µ,¾F¿ß KVßU�1½!�U�D'́VGµV¿ßcÌKD_½P�1½J1½'́!�P'́̀́'́ ÀKK̀
O�̀�)'́V��̀PQ̀µQµFCÅ? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 

=C�CL/�/IGPF¿ß KVßU/Q�U/DGVGF¿ß KD/P�QJQ�G�PG 
KOC)GVCPQFC? 

㡢⣲⾲グ 15  
/arajurugeNzituosubetezibuNnohoRenezima

getanoda/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࡿࡺࡽ࠶⌧ᐇ࡚࡭ࡍࢆ

⮬ศࡢ᪉ࡌࡡ࡬᭤ࠋࡔࡢࡓࡆ 
ḟ࡟ㅮ₇㡢ኌࡢ౛࡚ࡋ࡜ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕࡢ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥࢫࣃ࣮ࢥ A11M0469_0138ࠕࡢࠖ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 ='À'�M¾L_½�MßZ�)µ�M�I¾KL�¾UV¿ßc8�? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 =G�ML/�MC)CMIKL/UV¿ßcQ�? 
㡢⣲⾲グ  /eRkyuRkagakugizjututjoR/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࠊ࣮࠼ᪧ⛉Ꮫᢏ⾡ᗇ 

8. IPA  ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜๓ᥦࡀ

᭱ᚋ࡟ IPA ࡜๓ᥦ࡟ᬯ㯲ࡣࡓࡲࠊ࡟᫂♧ⓗࡀ

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋ♧࡝࡯ࡘ㸱ࢆ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ
IPAࠊࡎࡲ グࢆࡳࡢ᝟ሗ࡞⩏᭷ព࡟ゝㄒᏛⓗࡣ

㏙ࠋࡿࡍ౛ࠕࡤ࠼ప࡞࣮࢟ࢫࣁࡃ⏨ᛶࡢኌ࡛᪩ཱྀ

࡛ゝࡓࡗ ᝟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡋグ㏙ࡣ᝟ሗࡢ࡝࡞ࠖ

ሗࡣグ㏙୙せ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶๓ᥦࠋࡿ࠶ࡀ 
࿘ࡣ࡜ࡇࡿ࠶㐃⥆య࡛ࡣ࡟ⓗ⌮≀ࡀ㡢ኌࠊࡓࡲ

IPAࠊࡀࡔ஦ᐇࡢ▱ ศ⠇࡟⥆㐃ࡢ༢㡢ࢆࢀࡇࡣ

㸦segment㸧࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟

 ࠋࡿ࠶࡛⬟୙ྍࡣグྕ໬࡞࠺ࡼࡢࡇ࡜࠸࡞ࡋ࠺
᭱ᚋࠊ࡟Ꮚ㡢࡜ẕ㡢ࡣ༊ู࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡶ

ࡢⱥㄒࠋࡿ࠶ yet ࡜㡢ࡢึ᭱ࡢ heed 㡢ࡢ୰ኸࡢ

ࠊࡀ࠸࡞ࢀ▱ࡶ࠿୍ྠࡃ඲ࡣ࡚ࡋ࡜࠼ᵓࡢㄪ㡢ࡣ

㏻ᖖ๓⪅ࡣᏊ㡢=L?ࠊᚋ⪅ࡣẕ㡢=K?࡜グ㏙ࠋࡿࢀࡉ

࠸࡚ࢀࡲྵࡀどⅬࡢู࠺࠸࡜㡢⠇ᵓ㐀ࡣ࡟ࡇࡇ

 ࠋࡿ
࡟࠺ࡼࡢࡇ IPA グྕయ⣔࡞᏶඲↓Ḟ࡚ࡋỴࡣ

ㄞࡾࡓࡗ౑࡚ࡋゎ⌮ࡃࡼࢆᚩ≉ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛

ࠊゝࡤࢀࡍࡾࡔࢇ ㄒ㡢ࡢグ㏙࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ㠀ᖖ࡟

౽฼ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞㘓㡢ᢏ⾡ࡀ㣕㌍ⓗ࡟㐍Ṍࡓࡋ

⌧௦࡛ࡶ IPA ࡇࡣ⏤⌮ࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢀࢃ౑ࡃᗈࡀ

ᐇࡀ๓ᥦࡢࡘ㸱ࡓ࡭㏙࡟ୖࡽ࠿ࢀࡑࠊ࡜ࡉ฼౽ࡢ

࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ཯ᫎࡃࡼࢆᛶ㉁ࡢゝㄒ㡢ࡢே㛫ࡣ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺
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[1] International Phonetic Association, Handbook of the 
International Phonetic Alphabet (Cambridge University 
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ࢆ㡢ኌ⾲グࡣゝㄒᏛ࡛ࠊࡀ࠸ከࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࡾࡲỴࡍ♧࡛/  /ࢆ㡢⣲⾲グࠊ[  ]

㡢⣲ࡣゝㄒ࡛ࡢࡿ࡞␗࡟࡜ࡈ㡢⣲⾲グࠕࡣᅜ㝿

ⓗ࡛ࠖ グྕࡿࢀࡽ࠸⏝࡛ࡇࡑ࡚ࡗᚑࠊࡎᚓࡾ࠶ࡣ

ࡣ IPA  ࠋ࠸࡞ࡣ࡛
 ྠ୍㡢ኌ࡛ࣝ࣋ࣞࡿ࡞␗ࢆ⾲グࡓࡋ౛ࢆ㸰

ࡋ࡜౛ࡢㄞ㡢ኌᮁࡎࡲࠋࡿࡆᣲࡘ ᪥ᮏ㡢㡪Ꮫࠕ࡚

఍◊✲⏝㐃⥆㡢ኌࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  Vol.1ࠖࡢ

VOL1/DAT/CAN0001/A/A01.ADࠕ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 
=���Lµ���¿IGµG̀µ,¾F¿ß KVßU�1½!�U�D'́VGµV¿ßcÌKD_½P�1½J1½'́!�P'́̀́'́ ÀKK̀
O�̀�)'́V��̀PQ̀µQµFCÅ? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 

=C�CL/�/IGPF¿ß KVßU/Q�U/DGVGF¿ß KD/P�QJQ�G�PG 
KOC)GVCPQFC? 

㡢⣲⾲グ 15  
/arajurugeNzituosubetezibuNnohoRenezima

getanoda/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࡿࡺࡽ࠶⌧ᐇ࡚࡭ࡍࢆ

⮬ศࡢ᪉ࡌࡡ࡬᭤ࠋࡔࡢࡓࡆ 
ḟ࡟ㅮ₇㡢ኌࡢ౛࡚ࡋ࡜ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕࡢ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥࢫࣃ࣮ࢥ A11M0469_0138ࠕࡢࠖ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 ='À'�M¾L_½�MßZ�)µ�M�I¾KL�¾UV¿ßc8�? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 =G�ML/�MC)CMIKL/UV¿ßcQ�? 
㡢⣲⾲グ  /eRkyuRkagakugizjututjoR/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࠊ࣮࠼ᪧ⛉Ꮫᢏ⾡ᗇ 

8. IPA  ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜๓ᥦࡀ

᭱ᚋ࡟ IPA ࡜๓ᥦ࡟ᬯ㯲ࡣࡓࡲࠊ࡟᫂♧ⓗࡀ

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋ♧࡝࡯ࡘ㸱ࢆ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ
IPAࠊࡎࡲ グࢆࡳࡢ᝟ሗ࡞⩏᭷ព࡟ゝㄒᏛⓗࡣ

㏙ࠋࡿࡍ౛ࠕࡤ࠼ప࡞࣮࢟ࢫࣁࡃ⏨ᛶࡢኌ࡛᪩ཱྀ

࡛ゝࡓࡗ ᝟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡋグ㏙ࡣ᝟ሗࡢ࡝࡞ࠖ

ሗࡣグ㏙୙せ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶๓ᥦࠋࡿ࠶ࡀ 
࿘ࡣ࡜ࡇࡿ࠶㐃⥆య࡛ࡣ࡟ⓗ⌮≀ࡀ㡢ኌࠊࡓࡲ

IPAࠊࡀࡔ஦ᐇࡢ▱ ศ⠇࡟⥆㐃ࡢ༢㡢ࢆࢀࡇࡣ

㸦segment㸧࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟

 ࠋࡿ࠶࡛⬟୙ྍࡣグྕ໬࡞࠺ࡼࡢࡇ࡜࠸࡞ࡋ࠺
᭱ᚋࠊ࡟Ꮚ㡢࡜ẕ㡢ࡣ༊ู࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡶ

ࡢⱥㄒࠋࡿ࠶ yet ࡜㡢ࡢึ᭱ࡢ heed 㡢ࡢ୰ኸࡢ

ࠊࡀ࠸࡞ࢀ▱ࡶ࠿୍ྠࡃ඲ࡣ࡚ࡋ࡜࠼ᵓࡢㄪ㡢ࡣ

㏻ᖖ๓⪅ࡣᏊ㡢=L?ࠊᚋ⪅ࡣẕ㡢=K?࡜グ㏙ࠋࡿࢀࡉ

࠸࡚ࢀࡲྵࡀどⅬࡢู࠺࠸࡜㡢⠇ᵓ㐀ࡣ࡟ࡇࡇ

 ࠋࡿ
࡟࠺ࡼࡢࡇ IPA グྕయ⣔࡞᏶඲↓Ḟ࡚ࡋỴࡣ

ㄞࡾࡓࡗ౑࡚ࡋゎ⌮ࡃࡼࢆᚩ≉ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛

ࠊゝࡤࢀࡍࡾࡔࢇ ㄒ㡢ࡢグ㏙࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ㠀ᖖ࡟

౽฼ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞㘓㡢ᢏ⾡ࡀ㣕㌍ⓗ࡟㐍Ṍࡓࡋ

⌧௦࡛ࡶ IPA ࡇࡣ⏤⌮ࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢀࢃ౑ࡃᗈࡀ

ᐇࡀ๓ᥦࡢࡘ㸱ࡓ࡭㏙࡟ୖࡽ࠿ࢀࡑࠊ࡜ࡉ฼౽ࡢ

࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ཯ᫎࡃࡼࢆᛶ㉁ࡢゝㄒ㡢ࡢே㛫ࡣ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺
 

ᩥ  ⊩ 

[1] International Phonetic Association, Handbook of the 
International Phonetic Alphabet (Cambridge University 
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࠿ࡋࠋࡪ࿧࡜⢭ᐦ⾲グࢆ㡢ኌ⾲グ࡞ヲ⣽࡞࠺ࡼࡢ

ሙྜࡿࡍㄝ᫂࡟≉ࢆ࠸㐪ࡢ㡢࠸࠿⣽ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡋ

ࡍ⾲ࡁ᭩ࢆヲ⣽ࡢ࡝࡯ࢀࡇࡕ࠸ࡕ࠸ࠊࡾ㝈࠸࡞࡛

୙ᚲ࡟㆟ㄽࡢ᫬ࡢࡑࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࡂ㐣࡟㞧↹ࡣࡢ

せ࡞ヲ⣽࡞༊ูࡓࡋ␎┬ࡣ⾲グ࡯ࡢ࡜ࡇࡿࡍࢆ

ࠋ࠺ゝ࡜⡆␎⾲グࢆࢀࡇࠋࡿ࠶ᬑ㏻࡛ࢁࡋࡴࡀ࠺

౛ࡤ࠼ᮏ✏࡛ࡣ᪥ᮏㄒࡢ࢔ࡢẕ㡢࠺࠸࡜[�]ࢆグ

⯉๓ࡣ㏻ᖖࡀẕ㡢ࡢࡑࡣࢀࡇࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ⾲࡛ྕ

ẕ㡢=C?࡜ᚋ⯉ẕ㡢=#?ࡢ୰㛫⛬ᗘ࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ព

㆑ࡸࡸࠊࡓࡋ⢭ᐦ࡞⾲グ࡛ࠋࡿ࠶ከࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

ࡶࡋࡎᚲࡣࢀࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⾲࡛?C=ࢆẕ㡢ࡌྠ

ࡢࡶࡿࡍ୺ᙇࢆ࡜ࡇࡿ࠶๓⯉ẕ㡢࡛ࡀẕ㡢ࡢࡑ

ࠋྠ࠸࡞ࡣ࡛ ᵝ࡟ᮏ✏ࡢ 6.1 ⠇࡛᪥ᮏㄒࡢࢡࡢẕ

㡢ࡢࢶࠊ?/=ࢆẕ㡢࡜?�=ࢆグ࡚ࡋ༊ูࠊࡀࡓࡋከ

ࡇ࡝ࢀࡑࠋࡿࢀࡉグ࡛?/=ࡶࡽࡕ࡝ࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

࡚ࡗ࠿ࢃࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿ࠶㠀෇၁࡛ࡣ㏻ᖖࠊ࠿ࢁ

ࢀࡉࡀグ⾲࠸࡞ࡢ┪▩୰࡛ࡢ⫣ᙜヱᩥࡘ࠿ࡾ࠾

ࡶ࡚࠸W?࡛᭩=ࢆẕ㡢ࡢ࢘ࡢ᪥ᮏㄒࠊࡾ㝈ࡿ࠸࡚

㛫㐪ࠋ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃ࠺࠸࡜࠸IPAࡣ࡛⾲ࡢ=T?ࡩࡣ

ࡢredࡢⱥㄒ࡚ࡗゝ࡜ࡽ࠿ࡔࠊࡀࡔグྕࡢ㡢࠼ࡿ
Ⓨ㡢ࡢ=T'F?࠺࠸࡜⾲グࡢ=T?࠼ࡿࡩࡀ㡢࡚ࡋ⾲ࢆ

ࡑࠊࡣࡢ࡞せ⫢ࠋ࠺ࢁࡔ࠸࡞ᑡࡣேࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠸

ពࡢグྕࡢࢀࡒࢀࡑࡿ࠸࡚ࢀࢃሙ࡛౑ࡢࡑ᫬ࡢ

࿡࡟⬦ᩥࢆ༶࡚ࡋṇࡃࡋ⌮ゎࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍ�
㡢ኌ⾲グ࡜ఝ࡚㠀࡟ࡢࡶࡿ࡞㡢⣲⾲グࠋࡿ࠶ࡀ

ᙜヱࡢゝㄒ࠸࠾࡟ 㡢ࡢࡘ࡜ࡦࡌྠࠕ࡚ ᶵ࡚ࡋࠖ࡜

࡞␗ࡣ࡚ࡋ࡜㡢ኌࡢᐇ⌧࡟㸦௬ࢆ㞟ྜࡢ㡢ࡿࡍ⬟

ࠋ᭱ࡪ࿧࡜㡢⣲ࡢࡘ࡜ࡦ㸧ࡶ࡚࠸࡚ࡗ ㏆ࡢⱥ࿴㎡

඾ࡣ࡛࡝࡞ぢฟࡋㄒࡢⓎ㡢ࡃ࡞࡛[  ]ࢆ/  /࡛♧

ࢆ㡢ኌ⾲グࡣゝㄒᏛ࡛ࠊࡀ࠸ከࡀࡢࡶࡿ࠸࡚ࡋ

ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࡾࡲỴࡍ♧࡛/  /ࢆ㡢⣲⾲グࠊ[  ]

㡢⣲ࡣゝㄒ࡛ࡢࡿ࡞␗࡟࡜ࡈ㡢⣲⾲グࠕࡣᅜ㝿

ⓗ࡛ࠖ グྕࡿࢀࡽ࠸⏝࡛ࡇࡑ࡚ࡗᚑࠊࡎᚓࡾ࠶ࡣ

ࡣ IPA  ࠋ࠸࡞ࡣ࡛
 ྠ୍㡢ኌ࡛ࣝ࣋ࣞࡿ࡞␗ࢆ⾲グࡓࡋ౛ࢆ㸰

ࡋ࡜౛ࡢㄞ㡢ኌᮁࡎࡲࠋࡿࡆᣲࡘ ᪥ᮏ㡢㡪Ꮫࠕ࡚

఍◊✲⏝㐃⥆㡢ኌࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ  Vol.1ࠖࡢ

VOL1/DAT/CAN0001/A/A01.ADࠕ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 
=���Lµ���¿IGµG̀µ,¾F¿ß KVßU�1½!�U�D'́VGµV¿ßcÌKD_½P�1½J1½'́!�P'́̀́'́ ÀKK̀
O�̀�)'́V��̀PQ̀µQµFCÅ? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 

=C�CL/�/IGPF¿ß KVßU/Q�U/DGVGF¿ß KD/P�QJQ�G�PG 
KOC)GVCPQFC? 

㡢⣲⾲グ 15  
/arajurugeNzituosubetezibuNnohoRenezima

getanoda/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࡿࡺࡽ࠶⌧ᐇ࡚࡭ࡍࢆ

⮬ศࡢ᪉ࡌࡡ࡬᭤ࠋࡔࡢࡓࡆ 
ḟ࡟ㅮ₇㡢ኌࡢ౛࡚ࡋ࡜ᅜ❧ᅜㄒ◊✲ᡤࠕࡢ᪥

ᮏㄒヰࡋゝⴥࢫࣃ࣮ࢥ A11M0469_0138ࠕࡢࠖ  ࠋࠖ
㡢ኌ⾲グ㸦⢭ᐦ㸧 ='À'�M¾L_½�MßZ�)µ�M�I¾KL�¾UV¿ßc8�? 
㡢ኌ⾲グ㸦⡆␎㸧 =G�ML/�MC)CMIKL/UV¿ßcQ�? 
㡢⣲⾲グ  /eRkyuRkagakugizjututjoR/ 
₎Ꮠ࡞࠿ΰࡾࡌ⾲グ ࠊ࣮࠼ᪧ⛉Ꮫᢏ⾡ᗇ 

8. IPA  ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ࡜๓ᥦࡀ

᭱ᚋ࡟ IPA ࡜๓ᥦ࡟ᬯ㯲ࡣࡓࡲࠊ࡟᫂♧ⓗࡀ

 ࠋࡃ࠾࡚ࡋ♧࡝࡯ࡘ㸱ࢆ࠼⪄ࡿ࠸࡚ࡋ
IPAࠊࡎࡲ グࢆࡳࡢ᝟ሗ࡞⩏᭷ព࡟ゝㄒᏛⓗࡣ

㏙ࠋࡿࡍ౛ࠕࡤ࠼ప࡞࣮࢟ࢫࣁࡃ⏨ᛶࡢኌ࡛᪩ཱྀ

࡛ゝࡓࡗ ᝟ࡢࡽࢀࡇࠋ࠸࡞ࡋグ㏙ࡣ᝟ሗࡢ࡝࡞ࠖ

ሗࡣグ㏙୙せ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶๓ᥦࠋࡿ࠶ࡀ 
࿘ࡣ࡜ࡇࡿ࠶㐃⥆య࡛ࡣ࡟ⓗ⌮≀ࡀ㡢ኌࠊࡓࡲ

IPAࠊࡀࡔ஦ᐇࡢ▱ ศ⠇࡟⥆㐃ࡢ༢㡢ࢆࢀࡇࡣ

㸦segment㸧࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟

 ࠋࡿ࠶࡛⬟୙ྍࡣグྕ໬࡞࠺ࡼࡢࡇ࡜࠸࡞ࡋ࠺
᭱ᚋࠊ࡟Ꮚ㡢࡜ẕ㡢ࡣ༊ู࡛࠺࠸࡜ࡿࡁ๓ᥦࡶ

ࡢⱥㄒࠋࡿ࠶ yet ࡜㡢ࡢึ᭱ࡢ heed 㡢ࡢ୰ኸࡢ

ࠊࡀ࠸࡞ࢀ▱ࡶ࠿୍ྠࡃ඲ࡣ࡚ࡋ࡜࠼ᵓࡢㄪ㡢ࡣ

㏻ᖖ๓⪅ࡣᏊ㡢=L?ࠊᚋ⪅ࡣẕ㡢=K?࡜グ㏙ࠋࡿࢀࡉ

࠸࡚ࢀࡲྵࡀどⅬࡢู࠺࠸࡜㡢⠇ᵓ㐀ࡣ࡟ࡇࡇ

 ࠋࡿ
࡟࠺ࡼࡢࡇ IPA グྕయ⣔࡞᏶඲↓Ḟ࡚ࡋỴࡣ

ㄞࡾࡓࡗ౑࡚ࡋゎ⌮ࡃࡼࢆᚩ≉ࡢࡑࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛

ࠊゝࡤࢀࡍࡾࡔࢇ ㄒ㡢ࡢグ㏙࡚ࡋ࡜࣮ࣝࢶ㠀ᖖ࡟

౽฼ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࡞㘓㡢ᢏ⾡ࡀ㣕㌍ⓗ࡟㐍Ṍࡓࡋ

⌧௦࡛ࡶ IPA ࡇࡣ⏤⌮ࡿ࠸࡚ࡅ⥆ࢀࢃ౑ࡃᗈࡀ

ᐇࡀ๓ᥦࡢࡘ㸱ࡓ࡭㏙࡟ୖࡽ࠿ࢀࡑࠊ࡜ࡉ฼౽ࡢ

࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡋ཯ᫎࡃࡼࢆᛶ㉁ࡢゝㄒ㡢ࡢே㛫ࡣ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺
 

ᩥ  ⊩ 

[1] International Phonetic Association, Handbook of the 
International Phonetic Alphabet (Cambridge University 

                                                
15 ᪥ᮏㄒࡢ㡢⣲⾲グࡢ࠿ࡘࡃ࠸ࡣ࡟ὶ൤࡛ࡇࡇࠊࡀࡿ࠶ࡀ

 ࠋ࠺ೌ࡟[6]⫣ᩥࡣ

[ ]

᪥ᮏ㡢㡪Ꮫ఍ㄅ➨ 60 ᕳ 4 ྕ (2010)                                                      5 

࠿ࡋࠋࡪ࿧࡜⢭ᐦ⾲グࢆ㡢ኌ⾲グ࡞ヲ⣽࡞࠺ࡼࡢ

ሙྜࡿࡍㄝ᫂࡟≉ࢆ࠸㐪ࡢ㡢࠸࠿⣽ࡓࡋ࠺ࡇࠊࡋ

ࡍ⾲ࡁ᭩ࢆヲ⣽ࡢ࡝࡯ࢀࡇࡕ࠸ࡕ࠸ࠊࡾ㝈࠸࡞࡛

୙ᚲ࡟㆟ㄽࡢ᫬ࡢࡑࠊ࡛ࡇࡑࠋࡿࡂ㐣࡟㞧↹ࡣࡢ

せ࡞ヲ⣽࡞༊ูࡓࡋ␎┬ࡣ⾲グ࡯ࡢ࡜ࡇࡿࡍࢆ

ࠋ࠺ゝ࡜⡆␎⾲グࢆࢀࡇࠋࡿ࠶ᬑ㏻࡛ࢁࡋࡴࡀ࠺

౛ࡤ࠼ᮏ✏࡛ࡣ᪥ᮏㄒࡢ࢔ࡢẕ㡢࠺࠸࡜[�]ࢆグ

⯉๓ࡣ㏻ᖖࡀẕ㡢ࡢࡑࡣࢀࡇࠊࡀࡓࡁ࡚ࡋ⾲࡛ྕ

ẕ㡢=C?࡜ᚋ⯉ẕ㡢=#?ࡢ୰㛫⛬ᗘ࡛ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ព

㆑ࡸࡸࠊࡓࡋ⢭ᐦ࡞⾲グ࡛ࠋࡿ࠶ከࡣ࡛⫣ᩥࡢࡃ

ࡶࡋࡎᚲࡣࢀࡇࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ⾲࡛?C=ࢆẕ㡢ࡌྠ
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にほんごのべんきょうは / むずかしいですが / だいすきです

（あ はアクセント核）

図 1 フレージングとポージングに基づく韻律指導

様々な観点から単語アクセントの諸問題を見てきたが，アク

セント制御を教育すべきかどうかを議論する以前に，日本人が

人前で語る場合のアクセント制御，つまり，東京方言話者が行

なうアクセント制御を，任意のテキストに対して知る・学ぶ術

が無い，教える術が無い，という現状は，日本語教育・学習イ

ンフラが十分に備わっていないことを意味している。

1. 2 イントネーション教育にまつわる諸問題

単語アクセントは，既に指摘したように「間違えても十分伝

わる」ものであり，生活言語として日本語を学びたい場合は，

学ぶ必要はないのかもしれない。しかし，イントネーションは

それとは異なる。例えば中国人日本語学習者の初級者は各モー

ラに四声を付与する傾向があり，また，単語単位での発声とな

る傾向がある。その結果，文イントネーションに必要以上に起

伏が生じたり [7]，不要なポーズが挿入され易い（注1）。これに対

して，適切なイントネーション指導やポーズ指導を受けた後の

学習者の音声サンプルを聞くと，（母語話者にとっての）「聞き

取りやすさ」が格段に向上することに驚かされる [6]。逆に言え

ば，適切な制御を学ばないと「聞き取り難い日本語」となって

しまう。仕事で使う場合は当然であるが，生活言語として日本

語を学ぶ場合も，これは必須の項目であろう。

イントネーションは単語アクセントとは異なり，発話意図と

密接に関係する。そのため，不適切なイントネーション制御の

場合，聞き取り難くなるだけでなく，例えば，無礼な日本語，

生意気な日本語として母語話者が受け止める場合がある。当然，

学習者本人にはそのような意図はない。よく耳にする例で言え

ば「バイト先の上司に嫌われた」という事例である。日本で暮

らす学習者，日系企業への就職を目指す学習者に対して発声指

導を行なう場合，こういう側面にも注意する必要がある。

さて [6] では，図 1 に示すように，1) 文の意味を考えてフ

レーズ境界を定め，2)各フレーズを「へ」の字を描くようなイ

ントネーションにする，3)フレーズ間にポーズを置く，という

指導を行なっている（ある意味，それだけである）。これを実践

することで，（日本人にとっての）聞き取り易さは驚くほど向上

する。当然アクセントによってもピッチは上下するため，更に

自然な日本語にするためには，アクセント（核）の付与が必要

である。しかし，全ての単語に対して学習者に求めることは負

担が大きい。より実践的な折衷案として [6]では，初級者向け

に，「フレーズに最初に現れるアクセント核のみに注意を払い，

その後の核は無視してよい（注2）」という指導戦略で臨んでいる。

教育用システムを構築する場合，全情報を呈示するのではなく，

優先的に着眼すべき項目を特定して示す必要もある。

（注1）：ポーズ挿入は，学習者の母語には非依存であろう。

（注2）：誤った位置にアクセント核を付与するよりは，なだらかに下降するイン

トネーションとした方が誤りが目立ち難い。

2006 年の調査によると，日本全国で，約 33%の家庭がペットを買っ

ているそうです。

ニセ’ ン/ロク’ ネンノ/チョ’ ーサニヨルト ニホ ’ン/ゼ ’ンコクデ

ヤ ’ク/サ ’ンジュー/サンパーセ’ ントノ/カテーガ ペ ’ットオ/

カ ’ッテ/イルソ’ ーデス%.

グッズの専門店もでき，お洒落な服を着た犬も，よく見かけます。

グッズノ/センモ’ ンテンモ/デ’ キ オシャ’ レナ/フ%ク’ オ/キ%タ

イヌ ’モ ヨ ’ク/ミカケマ’ ス%.

’:アクセント核，/:アクセント句境界， :ポーズ，%:母音の無声化

図 2 漢字仮名混じり文から JEITA フォーマットへの変換例

1. 3 結局何が問題なのか？何が求められているのか？

アクセント，イントネーションに関連する諸問題について記

述した。日本語の初級教科書は漢字に読み（平仮名）が振られ

ているが，上記の問題を一言で言えば，「平仮名列で書かれた

日本語文は，まだ読みにはなっていない。それを音声化するに

は，多くの不可欠な情報が欠落している」ということである。

平仮名化してあれば「読める」と感覚するとすれば，それは母

語話者の錯覚であり，例えば，1)どの母音は無声化するのか，

2)「えい」はいつ「えー」となり，いつ「えい」となるのか，

2)「らりるれろ」はいつ/l/になり，いつ/r/となるのか？3)イ

ントネーションはどのようなパターンになるのか，4)文中の単

語のどこにアクセント核が来るのか，などなど，テキストの裏

に隠れた情報が，一切，明示化されていない。この隠れた情報

を，無意識的に推測して読んでしまうのが母語話者であり，逆

に彼らは，「何を無意識的に推測しているのか」を意識化するの

に困難を覚える。一方学習者は，この情報を意識的に学ぼうと

し，隠された様々な制御を無意識的に行なえるようになるまで

反復練習する。しかし，隠された情報が明示的に示されず，そ

れを推測することから学習者に課す状況にあるとすれば，それ

は単に，教育インフラの欠如であると筆者らは考える。

2. 音声を合成しない音声合成技術の利用

2. 1 解決策はどこに？

音声合成を研究している者にとって，上記の問題は既に（完

全ではないが）解決済みの問題なのでは？と感覚されるに違い

ない。漢字仮名混じり文を平仮名化し，そこから，様々な情報

を推定，付与し，最終的に音声波形化するのがテキスト音声合

成技術だからである。「平仮名化されたテキストを音声化する

際に何が必要なのか」については，テキスト音声合成技術の前

処理として，長年の蓄積があるからである。例えば，ある漢字

仮名混じり文を JEITA フォーマットに変換した例を図 2に示

す。アクセント句境界位置，アクセント核位置，母音無声化，

母音長音化などがシンボリックに表示されることになる。

日本語を母語としない人間に対して，日本語の「読・書・話・

聞」能力を授けるのが日本語教育であり，特に「話」に特化す

ればそれが日本語音声教育となる。一方，機械に「話」能力を

授ける試みが日本語音声合成研究である。前者の場合，発音に

多少の難があっても「外国人だから」と許してもらえるのだろ

うが，例えば後者の場合アクセントが間違えば「お宅の合成器，

— 3 —



一つお願い
技術は完全ではありません。時として誤ります。
誤ることがある技術に関しては，正直にそう言います。
ですので，それを承知の上で使っていただけたら嬉しいです。



1min PV を作りました



OJAD ４機能
単語検索

動詞の後続語検索

OJAD 任意テキスト版
上記三つはアクセント学習がメイン

韻律音読チュータ・スズキクン
イントネーション＋アクセント学習
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三種類の OJAD 利用法解説ページ
OJAD 4機能のご紹介
いわゆる「取り扱い説明書」的なページです。

使ってみよう OJAD → 使ってみよう XXX
以下の3機能について「使うことで学ぶ」ためのページです。
使ってみよう単語検索
使ってみよう後続語検索
使ってみようスズキクン

使ってみよう OJAD → タブレット端末用 OJAD デモ
学会デモ発表用のページ，「手っ取り早く学ぶ」ページです。

�����⏎
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教科書ガイドとしての単語検索

動詞，い形容詞，な形容詞，名詞，約12,700単語



動詞の活用とアクセント

0型
or
-2型

-2型
0型
or
-3型

0型
or
-3型

0型
or
-3型

-4型
or
-5型

-2型
or
-3型

0型
or
-2型

-2型



何を検索し，どう表示したいのか？
単語検索の検索・表示条件

何を検索するのか？
絞り込み方法の指定
検索結果をどう表示
するのか？
その他のオプション
検索語の個別指定

さあ，これで今日から貴方も検索上手？



入力文＝フレーズ１＋フレーズ２＋フレーズ３＋・・
生まれて初めて，バンクーバーに来ました。
とても住みやすい所と，聞いています。

フレーズ＝複数のアクセント句
|| 生まれて | 初めて || バンクーバーに | 来ました ||
|| とても | 住みやすい | 所と || 聞いています || 
|| フレーズ句区切り　　| アクセント句区切り

上級者用と初級者用
上級者用：全てのアクセント句に必要な核を置く。
初級者用：自然性を保ちながら核の数を減らすモード
　　　　＝フレーズ冒頭アクセント核＋
　　　　　３モーラ以上の１型アクセント句の核だけを残して，
　　　　　後は核を消失させる。

韻律音読チュータの二種類のモード



韻律音読チュータの二種類のモード
上級者モードと初級者モードの表示

初級者モード＝自然性を落とさずに，フレーズをアクセント句に
アクセント句に沿ってL/Hを割り当てると，アクセント句境界で
HL（ピッチの下降）となることが多い。
これを「アクセント核」と呼ぶべきかどうかは分りません。
無声化すべきモーラを網かけ表示
無声化モーラがアクセント核になる場合は，有声に戻しています。

生まれて初めて，バンクーバーに来ました。とても住みやすい所と，聞いています。



ピッチエディタとしてのスズキクン
アクセント推定の間違いに気付いたら
そのモーラをクリック。H/L が反転します。
但し，合成音声に反映されるのは上級＆上級の時のみ

視覚表示だけなら，様々な方言アクセントも示せる!?



音声合成機能について
全てのピッチパターンで読み上げる訳ではありません
ピッチ及びアクセントの条件
ピッチパターン＝上級，テキスト上のアクセント＝上級
ピッチパターン＝初級，テキスト上のアクセント＝初級
但し「初＆初」でも，呈示される音声は「上級」です。
ピッチエディタによる H/L の修正について
ピッチ＝上，アクセント＝上の場合のみ，修正は反映されます。
ピッチ＝初，アクセント＝初の場合，合成音は「元の上級」のまま。
画面上では H/L は反転します。

東京方言として不適切なアクセントを指定すると，合成できません。
Nモーラアクセント句＝0, 1, 2, ..., N 型のいずれかのみ

無声化母音をアクセント核として指定すると，合成できません。



二種類のアクセント句境界推定
アクセント句境界推定の二つの方針
アクセント句境界ラベル付きのテキストコーパスを使って，任意
のテキストに対して，アクセント句境界を付与する機能を実装
その後，個々のアクセント句内でアクセント核位置を推定する。
ア句＝適度な長さ，となるが，境界／核位置推定を誤ることもある。
文節＝アクセント句，と解釈して文節境界を句境界とする
各文節（最短のアクセント句）に対して，アクセント核位置を推定。
誤りは減るが，アクセント句が短くなり，ドタバタしたパターンに。
但し，初級者モードにすればフレーズ句がアクセント句に。
どちらを使うべき？
合成音声は，自然性が僅かに高い前者（機械学習）
アクセント制御を勉強する場合は，僅かに誤りが少ない後者（文節）

工学的な解決策の一つ

うまれてはじめて｜かなだに｜きました
うまれて｜はじめて｜かなだに｜きました



あの留学生が聞いていた音声
フードマイレージというのは，食糧の産地から / 消費さ
れる / 土地までの，輸送距離に / 重さをかけた / 値で
す。食品の生産地と / 消費地が / 近ければ，輸送にかか
る / エネルギーが少なく，地球環境に / かかる負担も / 
小さいので，フード・マイレージも / 小さくなります。



本日のメニュー
最近の PC は上手に喋るけど，誰が日本語教えてる？
韻律に着目。単語アクセント・アクセント結合・アクセント句

日本人にとってのアクセントとは？
日本人はアクセントの間違いに敏感なの？鈍感なの？

日本人にとって分かり易い発声とはどういうものか？
フレージング（チャンキング）とポージング

OJAD 作りました。ご紹介します。
単語検索 / 動詞の後続語検索 / 任意テキスト版
韻律音読チュータ・スズキクン

OJAD 使って教えています。指導のヒントをご紹介。
フレージング＆ポージングによる発声指導＆プレゼン指導

まとめ
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本日のメニュー
最近の PC は上手に喋るけど，誰が日本語教えてる？
韻律に着目。単語アクセント・アクセント結合・アクセント句

日本人にとってのアクセントとは？
日本人はアクセントの間違いに敏感なの？鈍感なの？

日本人にとって分かり易い発声とはどういうものか？
フレージング（チャンキング）とポージング

OJAD 作りました。ご紹介します。
単語検索 / 動詞の後続語検索 / 任意テキスト版
韻律音読チュータ・スズキクン

OJAD 使って教えています。指導のヒントをご紹介。
フレージング＆ポージングによる発声指導＆プレゼン指導

まとめ



OJADの利用状況
2012年8月に一般公開
それ以来，Google Analytics を使ってアクセス状況を調査。
合計約 15.3 万のアクセス。約 5 割は海外からのアクセス。

(Google Analytics が提供するアクセスマップ）



OJADの利用状況
2012年8月に一般公開
それ以来，Google Analytics を使ってアクセス状況を調査。
合計約 15.3 万のアクセス。約 5 割は海外からのアクセス。

(Google Analytics が提供するアクセスマップ）

訪問数／週



是非「いいね」を宜しくお願いします。
OJAD on Facebook
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OJADの今後
多言語化
ポーランド/タイ語版は，夏休み明けには公開か

新教科書の更なる追加
トップページ「教科書の追加」をご覧下さい。

アクセント制御に関する基礎知識の提供
アクセント結合やアクセントの揺れに関する簡単な解説

OJAD 講習会のビデオ化とオンライン視聴
可能なら，字幕をつけたいところだが

スズキクンの喋りを鍛える
初級者モードでの読み上げのサポート＆話速の制御
複数の声色のサポート（複数人の会話を音声で呈示）
フレーズ区切りの自動挿入機能
助数詞，固有名詞など，細かなバグフィックス
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ご清聴，有り難うございました
?

?
?



日本語（非国際語）と英語（国際語）
日本語（非国際語）の音声学習
日本語を話す場合，相手は殆ど日本人
日本人にとって聞きやすい日本語を学ぶ必要がある

英語（国際語）の音声学習
英語を話す場合，相手が母語話者であることは稀
非母語話者同士の共通語（国際語）として存在する英語
公用語としての英語の存在（インド，フィリピン，ナイジェリア・・）
多様な英語を認めざるを得ない状況（＝世界諸英語，WEs）

多様な英語発音を前提とした学習支援策の一つ
自分の英語は世界諸英語の中でどのように位置づけられるのか
自分と似た／異なる発音の話者は世界中のどこに存在するのか

英語話者（＝15億人）を話者を単位として分類，地図化する！



Speech Accent Archive
特定パラグラフを読ませた世界諸英語音声コーパス
米語の音素（対）の coverage を考えたパラグラフ設計
発話者参加型のコーパス構築（現在約1,900名）
IPA narrow transcription の提供（約150種類のIPA記号）
http://accent.gmu.edu

Please call Stella. Ask her to bring these things with her from the store: 
Six spoons of fresh snow peas, five thick slabs of blue cheese, and 
maybe a snack for her brother Bob. We also need a small plastic snake 
and a big toy frog for the kids. She can scoop these things into three red 
bags, and we will go meet her Wednesday at the train station.

http://accent.gmu.edu
http://accent.gmu.edu


Best Paper Award
IEEE Int. Conf. Information Science and Technology2014



OJAD と WE，実は繋がってます・・
OJADの開発
任意の日本語テキストに対して，アクセント・イントネーション
の情報を呈示する，世界で最初＆唯一の教育インフラ

Please call Stella. Ask her to bring these things with her from the store: 
Six spoons of fresh snow peas, five thick slabs of blue cheese, and 
maybe a snack for her brother Bob. We also need a small plastic snake 
and a big toy frog for the kids. She can scoop these things into three red 
bags, and we will go meet her Wednesday at the train station.
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